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─────────────────────────────────────────── 

令和２年 壱 岐 市 議 会 定 例 会 ９ 月 会 議 会 議 録（第１日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

                    令和２年９月10日 午前10時00分開議 

日程第１ 会議録署名議員の指名 
４番 植村 圭司 

５番 清水  修 

日程第２ 審議期間の決定 20日間 決定 

日程第３ 諸般の報告  議長 報告 

日程第４ 行政報告  市長 報告 

日程第５ 議案第51号 
壱岐市ケーブルテレビ施設通信機器更新工

事請負契約の締結について 
企画振興部長 説明 

日程第６ 議案第52号 
１人１台端末整備事業におけるＰＣ端末共

同調達購入契約の締結について 
教育次長 説明 

日程第７ 報告第９号 
令和元年度壱岐空港ターミナルビル株式会

社に係る経営状況の報告について 
総務部長 説明 

日程第８ 報告第10号 
令和元年度株式会社壱岐カントリー倶楽部

に係る経営状況の報告について 
企画振興部長 説明 

日程第９ 報告第11号 

令和元年度ＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧ

ＥＭＥＮＴ株式会社に係る経営状況の報告

について 

企画振興部長 説明 

日程第10 報告第12号 
令和元年度公益財団法人壱岐栽培漁業振興

公社に係る経営状況の報告について 
農林水産部長 説明 

日程第11 報告第13号 
令和元年度一般財団法人壱岐市開発公社に

係る経営状況の報告について 
企画振興部長 説明 

日程第12 報告第14号 
令和元年度一般社団法人壱岐市ふるさと商

社に係る経営状況の報告について 
企画振興部長 説明 

日程第13 報告第15号 
令和元年度壱岐市財政健全化判断比率及び

資金不足比率の報告について 
財政課長 説明 

日程第14 報告第16号 
令和２年度壱岐市一般会計補正予算（第

６号）の専決処分の報告について 
財政課長 説明 

日程第15 議案第53号 壱岐市税条例の一部改正について 市民部長 説明 

日程第16 議案第54号 
原の辻一支国王都復元公園条例の一部改正

について 
教育次長 説明 

日程第17 議案第55号 
令和２年度壱岐市一般会計補正予算（第

７号） 
財政課長 説明 
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日程第18 議案第56号 
令和２年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計補正予算（第２号） 
保健環境部長 説明 

日程第19 議案第57号 
令和２年度壱岐市後期高齢者医療事業特別

会計補正予算（第１号） 
保健環境部長 説明 

日程第20 議案第58号 
令和２年度壱岐市介護保険事業特別会計補

正予算（第１号） 
保健環境部長 説明 

日程第21 議案第59号 
令和２年度壱岐市下水道事業特別会計補正

予算（第１号） 
建設部長 説明 

日程第22 議案第60号 
令和２年度壱岐市農業機械銀行特別会計補

正予算（第１号） 
農林水産部長 説明 

日程第23 認定第１号 
令和元年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認

定について 
財政課長 説明 

日程第24 認定第２号 
令和元年度壱岐市国民健康保険事業特別会

計歳入歳出決算認定について 
保健環境部長 説明 

日程第25 認定第３号 
令和元年度壱岐市後期高齢者医療事業特別

会計歳入歳出決算認定について 
保健環境部長 説明 

日程第26 認定第４号 
令和元年度壱岐市介護保険事業特別会計歳

入歳出決算認定について 
保健環境部長 説明 

日程第27 認定第５号 
令和元年度壱岐市下水道事業特別会計歳入

歳出決算認定について 
建設部長 説明 

日程第28 認定第６号 
令和元年度壱岐市三島航路事業特別会計歳

入歳出決算認定について 
総務部長 説明 

日程第29 認定第７号 
令和元年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳

入歳出決算認定について 
農林水産部長 説明 

日程第30 認定第８号 
令和元年度壱岐市水道事業会計剰余金の処

分及び決算の認定について 
建設部長 説明 

日程第31 要請第１号 

新型コロナウイルス感染症の影響に伴う地

方財政の急激な悪化に対し地方税財源の確

保を求める意見書の提出について 

資料のとおり 

日程第32 要望第１号 
市歌【壱岐・洋々】を電話の保留音で対応

することを要望 
資料のとおり 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

（議事日程第１号に同じ） 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番 中原 正博君       ２番 山川 忠久君 

３番 山内  豊君       ４番 植村 圭司君 

５番 清水  修君       ６番 土谷 勇二君 

７番 久保田恒憲君       ８番 音嶋 正吾君 
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９番 小金丸益明君       10番 町田 正一君 

11番 鵜瀬 和博君       12番 中田 恭一君 

13番 市山  繁君       14番 牧永  護君 

15番 赤木 貴尚君       16番 豊坂 敏文君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

事務局長    吉井 弘二君   事務局次長 村田  靖君 

事務局係長   折田 浩章君                

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 …………………… 白川 博一君  副市長 ………………… 眞鍋 陽晃君 

教育長 ………………… 久保田良和君  総務部長 ……………… 久間 博喜君 

企画振興部長 ………… 本田 政明君  市民部長 ……………… 石尾 正彦君 

保健環境部長 ………… 﨑川 敏春君  建設部長 ……………… 増田  誠君 

農林水産部長 ………… 谷口  実君  教育次長 ……………… 西原 辰也君 

消防本部消防長 ……… 山川  康君  総務課長 ……………… 中上 良二君 

財政課長 ……………… 松尾 勝則君  会計管理者 …………… 松本 俊幸君 

監査委員 ……………… 吉田 泰夫君                     

────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（豊坂 敏文君）  皆さん、おはようございます。 

 会議に入る前に、あらかじめ御報告をいたします。壱岐新報社ほか１名の方から報道取材のた

め撮影機材等の使用の申出があり、許可をいたしております。 

 ただいまの出席議員は１６名であり、定足数に達しております。 

 ただいまから令和２年壱岐市議会定例会９月会議を開きます。 

 これより本日の会議を開きます。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．会議録署名議員の指名 
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○議長（豊坂 敏文君）  日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 ９月会議の会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定により、４番、植村圭司議員、５番、

清水修議員を指名いたします。 

────────────・────・──────────── 

日程第２．審議期間の決定 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第２、審議期間の決定を議題とします。 

 ９月会議の審議期間につきましては、去る９月８日に議会運営委員会が開催され、協議をされ

ておりますので、議会運営委員長に対し協議の結果の報告を求めます。小金丸議会運営委員長。 

〔議会運営委員長（小金丸益明君） 登壇〕 

○議会運営委員長（小金丸益明君）  皆さん、おはようございます。議会運営委員会の報告をいた

します。 

 令和２年壱岐市議会定例会９月会議の審議期間の日程案につきましては、タブレットに配信の

とおり、本日から９月２９日までの２０日間と申合せをいたしました。 

 なお、上程議案のうち議案第５５号及び認定第１号については、特別委員会を設置して審査す

べきということを確認いたしましたので、よろしくお願いいたします。 

 本日は、議案第５１号及び議案第５２号について、委員会付託を省略し、審査をお願いいたし

ます。 

 また、本定例会の審議期間中に追加議案５件が提出される予定になっておりますが、委員会付

託を省略し、全員審査を予定いたしております。 

 円滑な運営に御協力賜りますようお願い申し上げ、報告といたします。 

 以上であります。 

〔議会運営委員長（小金丸益明君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  お諮りします。 

 ９月会議の審議期間は、議会運営委員長の報告のとおり、本日から９月２９日までの２０日間

としたいと思います。これに異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、９月会議の審議期間は本日から９月

２９日までの２０日間と決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３．諸般の報告 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第３、諸般の報告を行います。 

 令和２年壱岐市議会定例会９月会議に提出され受理した議案等は２６件、要望等２件でありま
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す。 

 次に、監査委員より、例月出納検査の報告書が提出されており、その写しをタブレットに配信

しておりますので、御高覧をお願いをいたします。 

 次に、系統議長会であります。 

 ７月２８日に対馬市において開催された令和２年第１回長崎県離島振興市町村議会議長会臨時

総会に出席をいたしました。 

 会議では、松浦市の議長異動報告の後、令和２年２月から令和２年７月までの会務報告及び令

和元年度歳入歳出決算の報告が行われ、原案のとおり承認されました。また、令和３年度の臨時

総会の開催地は壱岐市で開催されるように決定したところであります。 

 次に、全国離島振興市町村議会議長会令和２年度第１回総会及び全国民間空港所在都市議会協

議会第９６回定期総会については、新型コロナウイルスの関係で、書面会議で行われました。 

 以上のとおり、系統議長会に関する報告を終わります。詳しい資料につきましては、事務局に

保管をいたしておりますので、必要な方は御高覧をお願いをいたします。 

 次に、８月２１日、長崎市において開催された長崎県後期高齢者医療広域連合議会定例会に、

植村圭司議員が出席をされております。 

 次に、８月２１日、長崎市において開催された長崎県病院企業団議会令和２年臨時会及び全員

協議会に、久保田恒憲議員が出席をされております。 

 それぞれの会議の詳しい資料につきましても、事務局に保管をいたしておりますので、必要な

方は御高覧をお願いします。 

 今定例会９月会議において、議案等説明のため、白川市長をはじめ教育委員会教育長、代表監

査委員に説明員として出席を要請しておりますので、御了承をお願いします。 

 以上で、私からの報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第４．行政報告 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第４、行政報告を行います。白川博一市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  おはようございます。 

 行政報告を申し上げます。 

 本日ここに、令和２年壱岐市議会定例会９月会議にあたり、前会議から本日までの市政の重要

事項、及び今回補正予算に計上した主な内容等について御報告申し上げ、議員皆様の御理解と御

協力を賜りたいと存じます。 

 初めに、新型コロナウイルス感染症について、本市では４月６日以降、新たな感染者は確認さ
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れておりませんでしたが、去る８月２５日、本市で７例目となる感染者が判明いたしました。 

 当該感染者が医療関係者であったため、当初、病院内感染や通院の方への感染並びに市内医療

体制への影響等が危惧されましたが、当該病院の日頃からの感染拡大防止対策をはじめ、迅速な

情報公開、壱岐保健所を中心とする関係機関と連携した対応等により、感染拡大を防止すること

ができました。 

 新型コロナウイルス感染症については、徐々にその特性が分かってくるとともに、国や県が示

す感染防止対策が有効であることが証明されております。 

 本市では、水際対策をはじめ、関係機関との連携により一層の態勢整備を図ってまいります。

市民皆様におかれましては、「新しい生活様式」の実践等、引き続き感染防止対策への御理解と

御協力をお願いいたします。 

 さて、再生可能エネルギーの導入促進については、市民皆様の御理解の下、共に進んでいくこ

とが重要であることから、去る７月３日に、市内の主要な民間団体等との協働により、壱岐市再

生可能エネルギー導入促進期成会を設立いたしました。 

 本期成会は、水素利用をはじめとする再生可能エネルギーを安定的に活用するための様々なイ

ノベーションに、積極的に関わることで、再エネの導入促進を図り、持続可能な脱炭素社会を構

築することを目的としております。 

 当面は、全地球的な規模で早急な対策が求められる地球温暖化の危機的な状況について、会員

自らが理解を深めるとともに、その必要性等について官民一体となった周知啓発等の活動を行い

ながら、再エネ導入促進に向けた全島的な機運の醸成に努めてまいります。 

 次に、市民皆様が主体となった協働のまちづくりの実現に向けて進めている、小学校区を単位

としたまちづくり協議会の設立状況について、７月１日に那賀、７月７日に八幡、８月１日に渡

良の３地域において、新たにまちづくり協議会が設立されました。 

 これにより全１８校区中８地域でのまちづくり協議会が設立され、加えて沼津、志原、初山、

勝本、鯨伏、芦辺の６地域においても近く協議会が設立の運びになると思われます。 

 今後も、ＳＤＧｓ未来課及び地域担当職員を中心に、まちづくり協議会設立に向けた取組を推

進してまいります。 

 有人国境離島法の施策の重要な柱の１つである雇用機会拡充事業については、３年間で創業

１０件、事業拡大７２件、雇用創出数１６９人の実績となっております。本年度につきましては、

２月と８月に２回の審査会を実施し、国の採択予定を含め創業２件、事業拡大２６件、雇用創出

予定数は５２人となっております。 

 また、７月１０日には、福岡市で２回目となる事業者説明会を開催いたしました。今回から、

新型コロナウイルス感染症の感染拡大対策も考慮いたしまして、オンラインでの参加を可能とし
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たところ、２２社３９人の参加をいただきました。 

 今後、コロナ禍以降の社会情勢を見据えた、都市部の企業や人の地方移転及び地場産業の育成

に係る取組を一層強化してまいります。 

 さて、本年は、５年に一度行われる国勢調査の年であります。令和２年１０月１日現在で日本

国内に住んでいる外国人を含む全ての人及び世帯を対象に行われます。 

 国勢調査の役割は、地域別の人口や産業就業者数などの統計を作成し、国や地方公共団体にお

ける各種行政施策の策定・推進をはじめ、国民や企業の活動にも幅広く活用されます。 

 調査に当たっては、新型コロナウイルス感染症の発生と感染拡大を防止し、市民皆様と調査員

の安心、安全を確保した方法で行いますので、市民皆様の御理解、御協力をお願いいたします。 

 次に、タイワンリスによる光ケーブルの断線被害については、平成２９年度４５件、平成

３０年度３０件、令和元年度９４件と年々増加し、被害にあった地域ではケーブルテレビやイン

ターネット、ＩＰ電話が利用できなくなるなど、復旧するまでの間、利用者の皆様には大変御迷

惑をおかけしております。 

 今回、本年度から指定管理者となった光ネットワーク株式会社から、タイワンリス駆除に対し

限度額５００万円を補助したい旨の申出がありましたので、壱岐地域鳥獣被害防止対策協議会と

協議の結果、本年１０月分以降の捕獲報奨金を、現在の１匹当たり７００円に１００円を加えて、

支払うことといたしました。 

 今後も、タイワンリスの捕獲について、市民皆様の御協力をお願いいたします。 

 次に、ＩＴを活用した組織コミュニケーションの効率化に向けた取組についてでありますが、

現在、本市の行政組織は、各庁舎に各部署を配置した４庁舎分散方式により執務を行っておりま

すが、これまで、情報共有や決裁等の合意形成及び会議等において、庁舎間の移動や決裁文書の

送達などに時間を要し、数分で終える内容も結果として数日を要する場合や事後報告となる場合

があるなど、４庁舎分散方式の中でのコミュニケーションの効率化をどのように図っていくかが

行政運営の課題の１つとなっております。 

 このような中、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、これまでの対面方式による会議等に代

わって、ＩＴを活用したウェブ会議などリモートによる方法が注目を浴びております。これまで、

リモートコミュニケーションの手段として、メールや内部情報システムの活用、またタブレット

の導入や電子決裁等ペーパーレスを図りながら、できる限りの迅速な情報伝達等に努めてまいり

ましたが、さらなる改善や取組の必要性を強く感じているところであります。 

 こうした中、自治体専用のビジネスチャットというＩＴを活用することにより、インターネッ

ト等データ通信を活用し、職員の仕事の進捗状況について、職員間や職員と上司が意見交換や内

容把握できる組織変革に取り組むことといたしました。 



- 14 - 

 これらの取組を推進するにあたり、本年４月１日付で地域おこし企業人として、ＳＤＧｓ未来

課に所属している中村駿介主幹はリクルートにおいてＩＴ組織の開発を推進する取組を主導し大

きな成果を上げていることから、本市の状況を理解した上で、ＩＴを活用した組織変革の取組に

積極的に関わってもらうことといたしております。 

 今後、各部署が連携を図り、今まさにコロナ禍の中において取り組まなければならない組織コ

ミュニケーションの効率化を、早急に進めてまいります。 

 壱岐しごとサポートセンターについては、３月会議で御報告いたしましたとおり、本年８月末

をもって閉所いたしました。平成２９年８月の開所以来、多くの市民皆様に御活用いただき、誠

にありがとうございました。 

 なお、清算人には代表理事眞鍋陽晃を選任し、備品等残余財産の帰属先は壱岐市、また解散の

公告等に約２か月を要することから１１月末の清算完了を予定いたしております。 

 次に、災害復旧についてでございますが、まず、農地・農業用施設等災害につきましては、復

旧に向けて鋭意発注を進めております。 

 本年度に繰り越した平成３０年災については、８月末現在、国庫補助金交付決定箇所全てが発

注済みとなっております。令和元年災の３３地区については、１０地区の発注となっており、残

りの箇所も、営農状況等を考慮し順次発注する予定といたしております。また、令和２年に発生

した農地・農業用施設等災害については、今後、国の査定を受検し、早期復旧に努めてまいりま

す。 

 また、今年発生した公共土木施設災害復旧工事については、道路１３か所、河川３か所が被災

しており、今後、国の査定を受け、早急に事務手続を進め、復旧工事に着手してまいります。 

 次に、観光振興についてでありますが、本市における観光客数を推計する上で参考となる九州

郵船とオリエンタルエアブリッジの本年１月から７月末までの乗降客数累計は２１万１,９６４人、

対前年比５１.５％でありました。 

 また、本年度８月末現在の一支国博物館の入館者数については２万５,１９７人となっており、

対前年比４６.９％でありました。７月１７日から開催されている開館１０周年記念・第５０回

特別企画展・松永安左エ門生誕の地・壱岐「耳庵展」が好評ではありますが、新型コロナウイル

ス感染症の影響により入館者数は減少いたしております。 

 壱岐イルカパーク＆リゾートの本年度８月末までの入園者数は９,４７７人、対前年度比

４０.３％でありました。こちらも新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けているところ

であります。 

 当施設は、リニューアルオープンから２年目を迎え、イルカの命を最優先とした「イルカフ

ァースト」を運営目標として掲げ、医療及び飼育管理のレベルアップに向けた取組を強化してお
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ります。また、自立・自走化に向け、地方創生推進交付金の活用により、餌の保管・加工を行う

調餌場、血液検査等を行う検査室を整備しているほか、収益をイルカだけに依存しない基盤づく

りとして、カフェ、キャンプ、マリンアクティビティ並びに企業研修、テレワーク需要の獲得、

豊かな自然環境を活用した商品開発に力を入れているところであります。 

 今後も、新型コロナウイルス感染防止に最大限注力しながら、専門学校や大学等との連携によ

る関係人口の創出、旅行商品の開発、営業、情報発信等、新規観光客の獲得に努めてまいります。 

 皆様御承知のとおり、本年は、新型コロナウイルス感染症の影響により、壱岐ウルトラマラソ

ンをはじめ様々なイベントが中止・延期となっております。 

 大型客船については、過去最多となる６隻が入港予定でありましたが全て中止、来る９月

２１日に開催予定であった第４回目の博多ヨットクラブ主催の壱岐・福岡ヨットレースも中止決

定となっており、さらには、壱岐の島に新春の訪れを告げる一大イベントとして定着しておりま

す壱岐の島新春マラソン大会の１年延期が実行委員会で決定されております。 

 また、本市の夏の風物詩である壱岐郷ノ浦祇園山笠も残念ながら来年に延期になったところで

ありますが、去る７月２４日、八坂神社において、元居自治公民館、山笠振興会、盈科小学校、

郷ノ浦中学校等の皆様の御協力をいただき、新型コロナウイルス感染症等の疫病退散、日々対応

に当たられている医療従事者への感謝の気持ち、経済の早期復興等、様々な願いを込めたメッ

セージ入りのＬＥＤキャンドル約１,５００個により、ライトアップを実施したところでありま

す。 

 一方、本市では、他自治体に先駆けて、島民向け「宿泊・バスツアーキャンペーン」、島外向

けプレミアム付宿泊券を企画・実施したことにより、コロナ禍の大変厳しい状況の中、７月

２２日から実施されている国の大型観光需要喚起施策であるＧｏＴｏトラベルキャンペーンまで

切れ目なく観光振興施策をつなげることができたものと判断しております。 

 ＧｏＴｏトラベルキャンペーンに向けた感染防止対策の整備・充実については、それぞれの施

設において、国が示している業種別感染防止ガイドラインに基づいた対策を実施いただいている

ほか、市といたしましても、宿泊施設への現地確認を行い、不足する設備等については、長崎県

新しい生活様式対応支援補助金の活用による整備推進を実施したところであります。また、宿泊

施設・飲食業向け研修会開催による啓発、施設掲示用チラシ配布等の実施により、確実に感染対

策のスキルアップが図られているものと考えております。 

 ＧｏＴｏトラベルキャンペーンの活用により本市を旅行先・目的地として選択していただくた

め、壱岐市観光連盟と連携し積極的な情報発信を行ってきたところでございますが、各地での感

染拡大、東京都の除外、お盆の帰省自粛等の影響により全国的に利用が少ないとの報道であり、

本市も同様であると認識をいたしております。 
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 １０月１日以降は、既に実施されておりますＧｏＴｏトラベルキャンペーンによる旅行代金

３５％割引に加え、１５％相当分の地域共通クーポン付与により旅行代金が半額となることから、

利用促進が期待できます。県による旅行需要喚起の情報発信と連動した効果的な情報発信に努め、

感染防止対策のさらなる徹底・強化を図った上で、観光による経済の復興・活性化を目指してま

いります。 

 次に、産業の振興についてでありますが、今年は、７月の梅雨前線豪雨等の天候不順により、

低温と日照不足による農作物への影響が心配されております。 

 こうした中、早期水稲については、４月下旬の移植直後の気温が低かったことから生育が心配

されましたが、その後持ち直し、平年並みとなっております。普通期水稲については、移植後、

順調に生育しておりましたが、７月の豪雨の影響により、中干しが十分できていない圃場や、一

部ウンカ、コブノメイガ等の病害虫が発生している圃場も見られ、引き続き適切な栽培管理が必

要となっております。 

 一方、葉たばこについては、移植後に低温、少雨、強風の影響で葉と葉の間が狭く、幹丈が低

い傾向となりました。その後、６月中旬の平均気温の低下や日照不足、また７月の豪雨に伴う根

腐れや立ち枯れ病の多発により、収量減が懸念されております。 

 肉用牛につきましては、新型コロナウイルスの影響により、依然として枝肉価格の低迷が続い

ており、肥育農家の経営を圧迫している状況にあります。そのため、肥育農家に対し、出荷頭数

に応じた追加支援を緊急経済対策として取り組んでまいります。 

 このような中、８月に開催された子牛市では、６月の平均価格と比較し、１頭当たり６.５％、

４万１,０００円高の６８万１,０００円となっており、本年４月、６月と引き続き下落しており

ました子牛価格は今回上昇となったところであります。 

 また、本年度予定されていた長崎県和牛共進会及び壱岐地区代表牛選考会は、中止となってお

ります。 

 本年４月から７月までの本市の漁獲量及び漁獲高を昨年と比較いたしますと、漁獲量は

８２９トンで３１.８％の増、漁獲高は６億４,２００万円で１０.９％の増収となっております。

また、市内５漁協正組合員数は、令和元年度末で４８名減の８３５名となっております。漁獲量、

漁獲高とも昨年度より短期的には増加しておりますが、依然として漁家及び漁協の経営は大変厳

しい状況が続いております。 

 今後も引き続き、漁業者の皆様並びに各漁協をはじめ関係機関と連携を図りながら、各種施策

に積極的に取り組んでまいります。特に、周辺海域において磯焼けが進んでおり、藻場回復対策

が喫緊の課題と考えております。 

 そのような中、去る８月７日に、長崎県及び壱岐市並びに市内５漁協が相互に連携・協力し、
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効果的に磯焼け対策関連事業を推進するため、壱岐海域における母藻供給ネットワーク構築に向

けた連携協定を締結いたしました。 

 その内容は、壱岐周辺海域で不足している母藻を各地域で共有しながら藻場の造成に取り組む

ことであり、各漁協の垣根を越えて漁協間での母藻の融通ができることとなります。 

 また、連携協定締結後、磯焼け対策推進体制を一元化、効果的に磯焼け対策を実施することで

藻場の早期回復を図ることを目的とした、壱岐市磯焼け対策協議会を設立いたしました。今後は、

協議会を中心に、壱岐市磯焼け対策推進計画の実現に向けて取り組んでまいります。 

 今回、６次産業化市場規模拡大対策整備交付金による壱岐東部漁業協同組合の鮮度保持機器、

施設整備等に係る補助金について、所要の予算を計上しております。 

 次に、郷ノ浦港の整備についてでありますが、本年８月１日に、本市の玄関口である郷ノ浦港

が「みなとオアシス壱岐」として新たに登録されました。 

 「みなとオアシス」とは、「みなと」を核としたまちづくりを促進するため、住民参加による

地域振興の取組が継続的に行われる施設を国土交通省港湾局長が登録するもので、今回本市の

「みなとオアシス壱岐」の登録により、全国で１４２か所、九州管内で２０か所、県内で６か所

となっております。 

 この登録を契機に、郷ノ浦港を中心とした壱岐市全体の魅力を全国に発信することで、交流人

口の増加に期待するとともに、さらなる地域活性化につなげてまいります。 

 去る７月２日に開催された郷ノ浦港ジェットフォイル浮桟橋整備に係る検討会議において、郷

ノ浦港のジェットフォイル用浮桟橋整備計画案の承認を賜りました。 

 これを受け、乗り場の変更に伴う旧フェリー岸壁背後の駐車場の見直しと併せ、慢性的な駐車

場不足の解消を図るため、全体的な郷ノ浦港の再編のための意見聴取並びに整備方針の検討を行

うことを目的とした郷ノ浦港整備促進委員会を、７月２８日に設置いたしました。本委員会は本

年度末まで４回開催する予定であり、委員皆様から様々な意見や提案をお聞きすることにより、

よりよい整備方針の策定につなげてまいります。 

 また、郷ノ浦港ターミナルボーディングブリッジが、８月１５日に先端の張り出し部分を支え

ている装置が腐食等により脱落したため、使用できない状況となっております。フェリーへの乗

下船については、岸壁から移動式乗降台を利用いただいており、皆様に御不便をおかけしており

ます。このため、予算の専決処分により早急に対応することとし、９月中の復旧に向け取り組ん

でおります。現在のところ、９月２５日までには復旧するという情報を頂いております。 

 次に、支援対象児童等見守り強化事業について。 

 国が策定した「子どもの見守り強化アクションプラン」の取組を推進するため、要保護児童対

策地域協議会の支援対象児童として登録されている子供等の居宅への訪問等を行い、状況の把握
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や食事の提供等を通じた子供の見守り体制の強化を図るものであります。本事業につきましては、

壱岐市社会福祉協議会に委託し、定期的に配食を行いながら、家庭の状況の変化を市へ情報提供

いただくことにより、児童虐待防止並びに地域からの孤立化の防止につなげてまいります。 

 次に、健康づくりの推進についてでありますが、まず新型コロナウイルス感染症について、市

民皆様お一人お一人が「新しい生活様式」にのっとり、日常的に感染防止対策を実践していただ

いておりますことに感謝を申し上げます。 

 市民皆様の健康を確認できる場として、壱岐医師会の御理解と御協力のもと、７月１日からが

ん検診、７月１３日から特定健診等を開始いたしております。市民皆様におかれましては、十分

な感染症予防対策を行いながら、健（検）診をお受けいただくことで、御自分の体の状態を確認

していただくようお願いいたします。健康づくりは、御自身の健康状態を知り、生活習慣に気を

つけて、予防をしていくことが重要であり、市といたしましても引き続き支援してまいります。 

 去る９月１日から「子育て世代包括支援センターいきいろ」を健康増進課内に開設したところ

であり、妊娠中から子育ての時期にかけて、お子様とその保護者様に寄り添いながら、切れ目な

い支援を行ってまいります。 

 今後も、市民皆様と行政が一体となった市民協働での健康づくり活動を展開し、健康寿命の延

伸を目指してまいります。 

 次に、令和２年度の市内小・中学校の教育活動についてでありますが、新型コロナウイルス感

染予防対策のために行った１５日間の臨時休業を受け、子供たちの学びの保障のために本来７月

２０日であった１学期の終業式を８月７日まで延長することを、さきの６月会議において報告い

たしましたが、８月７日までの新たな授業日の教育活動においても、新型コロナウイルス感染症

対策と熱中症対策等を十分講じることで、子供たち及び教職員も無事に１学期を終えることがで

きました。 

 ２学期は、通常どおり９月１日から始まっております。学校行事の運動会・体育祭については、

保護者や地域の方々との協議の上、５月に予定していた学校８校を含めた全小中学校が、実施形

態等を工夫して９月から１０月にかけて実施予定であります。 

 また、子供たちの大切な教育活動である修学旅行については、新型コロナウイルス感染症対策

を十分講じた上で、本年度中に実施の方向で検討しております。既に昨日９月９日から、５つの

小学校が佐賀・長崎方面へ修学旅行に出発しております。 

 なお、２学期以降も、新型コロナウイルス感染症予防対策を確実に継続することで、子供や教

職員の健康管理に努めてまいります。 

 原の辻一支国王都復元公園につきましては、一支国博物館と同じく平成２２年３月に開園以来、

１０周年の節目を迎えました。この間、多くの方々の御利用をいただいているところであり、ま
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た、古代米作りや原の辻ウォーク等の各種イベントが開催されております。 

 平成２８年度には、原の辻ガイダンスの収蔵庫であった建物の改修を行い、平成３０年４月か

ら壱岐市テレワーク施設として指定管理に移行いたしました。本日現在、７室ある個室が満室の

状況であるなど、積極的な利活用をいただいております。 

 壱岐の宝である原の辻一支国王都復元公園のさらなる利用を図っていくために、民間の活力を

取り入れた指定管理者制度の導入に向け、今回、条例の一部改正等の議案を提出いたしておりま

す。 

 次に、防災対策についてでありますが、新型コロナウイルス感染症、長雨と豪雨、台風の接近、

そして連日の猛暑と、壱岐市においても安穏としていられない日々が続いております。 

 コロナ禍において、感染予防と社会経済活動を両立させていくしかないという意味合いで、

「ウィズコロナ」という言葉が使われております。気候変動においても、人間は自然にあらがう

ことなどできないわけで、予想を超える事態が発生しても、それと共に生きていかなければなり

ません。 

 このような中、台風９号が９月２日夜から９月３日未明にかけて、強い勢力を維持したまま、

対馬海峡付近を通過し、本市においては最大瞬間風速が壱岐空港で午前１時１８分頃４０.１メー

トルを記録するなど、市内各地で強風が吹き荒れたところであります。 

 今回の対応といたしましては、９月２日午前６時５２分暴風警報発表後、直ちに災害対策本部

を設置し、午前９時には市内１０か所の自主避難所を開設し、最大で７５世帯１１４人の方が避

難をされました。その後も、告知放送、壱岐市ケーブルテレビ、ホームページ等により、市民皆

様へ早めの警戒と避難そして防災対策を呼びかけたところであります。 

 幸い人的被害は発生しておりませんが、市内各所において、停電や断水、倒木などの被害が発

生いたしました。 

 また、気象庁が過去に例を見ない暴風や大雨、高潮、高波などに最大級の警戒を呼びかけた、

大型で非常に強い台風１０号が、ほぼ九州全域を暴風域として、９月６日夜から７日朝方にかけ

て本市を通過いたしました。９月７日午前６時２５分頃、壱岐空港で最大瞬間風速４０.６メー

トルを記録し、７日朝までの連続雨量は３２ミリと少雨でありました。 

 本市では、９月４日午前１１時に災害対策本部を設置し、早々に準備を進め、６日午前９時に

自主避難所を開設し、同日午前１０時５１分に暴風警報が発表されたことに伴い、同時刻に避難

勧告を発令いたしました。その後、壱岐市全域が強風域に入ったと見られたことから、６日午後

５時に、本市としては初めてとなる避難指示を発令いたしました。 

 避難所については、６日午前９時に２０か所を開設、その後、不足する分について随時新たに

開設し、結果として２６か所の避難所を開設いたしました。今回、避難された方は１,１９９世
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帯２,２２５人でありました。 

 また、自主防災組織による避難所を市内各所に開設いただき、まちづくり協議会等、各地域単

位で避難所の運営がなされたところであります。 

 台風１０号の被害の状況については、芦辺漁港ジェットフォイル浮桟橋連絡橋の水没及び久喜

漁港の西防波堤の被災をはじめ、市内全域での停電、倒木等がありましたが、幸い、人的被害は

ありませんでした。しかしながら、壱岐市ケーブルテレビ施設においては、光ケーブルの断線が

台風９号で１６１件、台風１０号で２２４件、合計３８５件発生し、告知放送、テレビ、イン

ターネット、ＩＰ電話のサービスが停止している御家庭が多数あり、今なお御不便並びに御迷惑

をおかけしているところであります。現在、島内外から作業員の増員を図り、全力で復旧作業に

当たっており、昨日現在５５.６％が復旧しておりますが、被害件数も多く、復旧に時間を要し

ております。 

 被災箇所については、関係機関等と連携を図り、早期復旧に努めてまいりますので、市民皆様

の御理解と御協力をお願いいたします。 

 今回の台風接近・通過に伴い、各庁舎及び避難所配置を含む２１３名の職員がその対応に従事

するとともに、壱岐市消防団員、壱岐警察署職員をはじめ、最大級の警戒が必要との認識の下、

今回初めて国土交通省九州地方整備局より２名が来島され、情報共有を図るなど、関係機関が一

体となって警戒対応に当たったところであります。 

 市では、災害対策本部の設置、避難所の開設、市民皆様への台風関連情報の周知等、早め早め

の対策に努めたところであり、市民皆様の御理解と御協力により、大規模な災害発生を避けられ

たものと認識をいたしております。 

 市といたしましては、危機管理は行政の最大の責務を念頭に、あらゆる事象に対応できるよう、

関係機関と連携を図り、防災対策の徹底を図ってまいります。市民皆様には今後とも、危険箇所

の確認や備蓄品の準備など、平時からの備えをお願いいたします。 

 今年の夏も厳しい猛暑となり、市内では、８月末現在、２０名の熱中症による患者を救急搬送

いたしております。これからも、残暑が厳しいことが予想されますので、屋外、室内にかかわら

ず小まめな水分補給を行っていただき、エアコンや扇風機等を有効に使用するなど、体調管理に

十分御注意をお願いいたします。 

 さきの令和２年７月豪雨災害では、７月５日、消防本部より緊急消防援助隊として合計２隊

５名を熊本県八代市に派遣いたしました。７月７日には第２次派遣隊を熊本県に送りましたが、

長崎県内において同様の被害が発生したことから、長崎県隊は派遣撤退の指示が出されたところ

であります。今回被害を受け、亡くなられた方、多くの方々の御冥福と、いまだ行方不明者がお

られますが一日も早い発見をお祈りいたしますとともに、被災地が早期に復興されることを祈念
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いたします。 

 次に、議案関係について御説明いたします。 

 本議会に提出した令和２年度補正予算の概要は、一般会計補正額４億５００万円、各特別会計

の補正総額２,５４０万円となり、本定例会に提出いたしました一般会計、各特別会計の補正額

の合計は４億３,０４０万円となります。 

 なお、現計予算と合算した本年度の一般会計予算は２８２億３,３００万円で、特別会計につ

いては８５億７,３８４万３,０００円となっております。 

 本日提出いたしました案件の概要は、令和元年度各出資法人の経営状況等に係る報告６件、令

和元年度財政健全化判断比率等の報告１件、専決処分の報告１件、契約の締結に係る案件２件、

条例の一部改正に係る案件２件、予算案件６件、令和元年度各会計決算認定８件であります。 

 何とぞ十分な御審議をいただき、適正なる御判断を賜りますようお願い申し上げます。 

 以上をもちまして、前会議以降の市政の重要事項また政策等について申し上げましたが、様々

な行政課題に対し、今後も誠心誠意、全力で取り組んでまいる所存でありますので、議員各位並

びに市民皆様の御理解と御協力を賜りますようお願いを申し上げます。 

 先ほど発言の中で、郷ノ浦港ボーディングブリッジの復旧が「９月２５日」と申し上げました

けれども、正しくは９月末の予定であること、訂正を申し上げます。 

 以上、行政報告といたします。どうぞよろしくお願いいたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これで行政報告を終わります。 

────────────・────・──────────── 

日程第５．議案第５１号 

○議長（豊坂 敏文君）  日程第５、議案第５１号を議題とします。 

 提出議案の説明を求めます。白川市長。 

〔市長（白川 博一君） 登壇〕 

○市長（白川 博一君）  本日上程いたしました議案等につきましては、関係担当の部長及び課長

に説明をさせますので、よろしくお願いいたします。 

〔市長（白川 博一君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 登壇〕 

○企画振興部長（本田 政明君）  議案第５１号について御説明いたします。 

 議案第５１号壱岐市ケーブルテレビ施設通信機器更新工事請負契約の締結について、壱岐市

ケーブルテレビ施設通信機器更新工事請負契約を下記のとおり締結するため、地方自治法第
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９６条第１項第５号の規定により、議会の議決を求めるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 １、契約の目的、壱岐市ケーブルテレビ施設通信機器更新工事。 

 ２、契約の方法、随意契約。 

 ３、契約金額、２億７,２２５万円。 

 ４、契約の相手方、長崎市平野町２２番４０号、株式会社九電工長崎支店、執行役員支店長岐

部孝典氏。 

 工事場所、工事概要、工期、随意契約の理由は、説明資料のとおりでございます。 

 今回の工事につきましては、壱岐市ＧＩＧＡスクール構想に伴うケーブルテレビ施設更新工事

であります。 

 また、契約につきましては、指定管理業務と密接な関係にあることから、指定管理者共同構成

員４者の中の１者である株式会社九電工に見積入札を行い、仮契約をいたしております。 

 提案理由でございますが、壱岐市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する

条例第２条の規定により、議会の議決を得る必要があるためでございます。 

 以上で、議案第５１号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  議案第５１号について質疑を行います。 

 今回、いわゆる随意契約で執行されております。高額な金額でやる入札を随意契約で可能であ

るというこの根拠を示していただきたい。壱岐市財務規則第８３条から８７条の条項との整合性、

並びに地方自治法施行令第１６７条の２第１項との整合性、いわゆる随意契約ができる場合は、

少額の契約の場合、入札不適な場合、緊急な場合、契約変更の場合、この要綱にのっとる以外に、

私は随意契約を整合性を持ってできるという結論を見いだすに至りませんでした。随意契約で執

行できるその根拠を明確に示していただきたい。 

 以上です。 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  ただいまの音嶋議員の質問についてお答えをいたします。 

 本契約につきましては、地方自治法施行令第１６７条の２第１項第２号の規定を適用しており

ます。その第２号の内容でございますが、条文を読み上げますと、不動産の買入れ又は借入れ、

市が必要とする物品の製造、修理、加工または納入に使用させるため必要な物品の売払い、ここ

からが適用と考えております。その他の契約で、その性質又は目的が競争入札に適しないものと

するときは随意契約が可能となっております。 
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 本随意契約の理由につきましては、議案にも添付をしておりますが、工事対象設備が通信設備

の中枢であることから、既存システムとの整合性、責任分界点の課題など、指定管理者以外のも

のに施工させた場合、設定や運用、保守面に著しく支障が生じるおそれがありますので、この条

項を適用させて契約をしております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  私も今、部長が言われました第２項以外に該当するのはないなと

考えたわけです。しかし、この第２項が果たしてこの入札に該当するのかと。該当し得る可能性

はあるけど、該当するのかということを考えたわけです。 

 当初、我々に示されたのは、指定管理者は光ネットワークサービスということでありました。

事前に担当課にお尋ねをいたしましたところ、九電工が共同提案者３名ぐらいあったと、議会の

ほうに報告をしたということであります。ですから、私は、その議事録を提出をしてくれという

ことを申しておりました。部長に持たせてくれと。その議事録を開示してください。 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  ただいまの音嶋議員の質問でございますが、本指定管理者の指

定につきましては、平成３０年９月会議の議案第５９号で提出をしております。その中で、指定

管理者の構成団体につきましては、９月１８日開催の産業建設常任委員会におきまして、資料と

して提出し、構成団体の詳細につきましても説明をしております。 

 会議につきましては、ただいま手持ちには持っておりますが、その９月１８日の産業建設常任

委員会の資料を後もって提出させていただきたいと思います。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  その資料は後もって提出をいただいて結構であります。それでい

いです。 

 しかし、私は、これだけ高額な金額を随契でやるというのは前代未聞ですよ。前代未聞。びっ

くりしましたよ。この後、恐らく上程されるであろうＧＩＧＡの件は、これは理解できます。こ

ういう件で買うからと。これは単品であれするんですよ。いいですか。これは備品なんです。必

要な物品の購入ですよ。購入するんですよ。特定の機器を購入する、ほかにあるわけです、納入

する業者は。それを排除して、なぜこの業者に特定して随意契約する必要があるのか。私はそこ

が理解できない。競争の原理が発生しないじゃないですか。入札で、根本の見積りはどういうふ

うにして取ったんですか。そしたら、この業者に取ったんですか。それこそ違法ですよ、そうい

うことは。見積りの根拠、基のサーバーとかそうしたものを見積りを取った根拠を、それも示し

てください。簡単にこれを随意契約、指定管理者と関係があるから、いろいろ仕事をする上で支
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障があるからと、そういう安易な回答では納得し難い。 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  この工事の見積りにつきましては、九電工以外の３社から見積

りを徴取し、別の設計業者に設計を依頼し、実施設計を組んで入札に付したところでございます。 

 随契の理由につきましては、先ほども申し上げましたが、議案の説明資料にございますが、さ

らにこの随契することによりまして、責任分界点の省略により施工、運営、保守の遅延防止が確

保され、また、結果といたしまして、保守費の削減、障害対応の迅速化が可能となることと考え

ておりまして、この随意契約の方向によりまして契約をしております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  予備のいわゆる見積りを、今、九電工以下３社から取ったと部長

は発言をされました。その見積りを取った業者を特命で随契で入れる。こういうことは、不正防

止入札法に抵触しますよ、こういうことをしよったら。指名委員会の委員長に聞きたい。いわゆ

る見積りを取った業者が、その業者を特定で指名していいんですか、随契で。今部長ははっきり

言いましたよ。九電工以下３社を取ったと。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員、３回目ですから。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  いや大事ですよ、重要ですよ、こういうことは。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  すみません。先ほど申し上げましたのは、九電工以外の３社か

ら見積りを取っております。以下ではございません。九電工入っておりませんので、以外、３社

から見積りを取っております。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  重要ですので、議長認めてください。 

○議長（豊坂 敏文君）  今回まで認めます、もう５回目ですから。どうぞ。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  要するに、１社だけ随契で、私は、これ市長に聞きたい、お宅が

執行者ですから。これだけ高額な入札を随契でしていいんですか。私はちょっと理解に苦しみま

すよ。一般的にはいいですか。物件の買入れは４０万円ですよ。工事とか正常の請負は、条例で

は最高でも１３０万円と規定しているんですよ。壱岐市これは財務規則です。壱岐市財務規則

８３条。そして、今、部長が言われたのは、地方自治法施行令の中でこの条文を使用したと。私

は、こういう執行の仕方は許し難いと。ですから、これはもう市長に聞かざるを得ない、市長の

判断だから。担当者の判断じゃない、市長が決めたんだから、最終的には裁可を下したんですか

ら。見解を賜ります。 

○議長（豊坂 敏文君）  白川市長。 
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○市長（白川 博一君）  おっしゃるように、私が契約担当者であります。しかしながら、その内

容については、指名審査委員会に付しておるわけでございまして、その責任者は副市長でありま

すから、壱岐市の入札ガイドライン等々も含めて、その根拠を副市長に答弁させます。 

○議長（豊坂 敏文君）  副市長。 

○副市長（眞鍋 陽晃君）  ただいまの音嶋議員の質問にお答えいたしたいと思います。 

 指名委員会におきましては、担当部署から、そしてまた、契約の担当部署でございます財政課

等から説明を受けました。その中で、先ほどから担当部長が申しますように、地方自治法の第

１６７条の２項の分の随意契約、特命の随意契約でございますけども説明を受けております。そ

してまた、壱岐市の随意契約ガイドラインというのを作成しておりまして、その中で、これ令和

２年４月１日で改正をいたしておりますけども、施行令第１６７条２項第１項第２号に該当する

事項といたしまして、既設の設備と密接不可分な関係にあり、同一施工者以外のものに施工させ

た場合、既設の設備等の使用に著しい支障が生じるおそれがある設備、機器等の増設、改良、改

修等の工事を施工するときとございますので、これに該当するということで指名委員会で決定を

いたしております。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員より、ほかに御質問はありませんか。町田議員。 

○議員（１０番 町田 正一君）  これ分かりやすくいえば、光ネット、運営面を九電工の関連会

社というか、九電工も含めてその４社の共同企業体みたいなんで運営面を入札で落札したと。そ

の後、要する九電工がこの設備も、それは、普通の企業だったらそれはそうですよ。自分のとこ

の関連会社が運営しとるんだから、自分とこの機器を優先的に、設備の面でも、じゃあそのほう

が責任持てるからやってくれというのは、それは僕はもう当然のことだと思うんですが、ただ、

それを言い出したらこれ大変なことですよ。運営面は、その子会社が入札したと。じゃあ設備は

その親会社みたいなんが全部随意契約でやるとなったら、これは音嶋議員が言われるごと、もし

これが慣例化したら、非常に財務規則の面からも、僕は幾ら随意契約のガイドラインに該当する

といったって、これは非常に問題があると。そもそも運営面の入札の段階から、こういうケース

があると。当然こういう運営面の段階から、九電工の設備も含めて、こんだけの機械がかかる、

この光ネットが応札した場合、落札した場合、九電工の設備まで含めて、壱岐市は随意契約でや

ると、やらざるを得ないと、そういうふうな認識は、部長は持っておられたんですか。僕は、非

常にこれは問題だと思いますよ。僕も同じ意見です、音嶋議員と。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  ただいまの町田議員の御質問にお答えいたします。 

 指定管理者制度と、この工事の更新は別物と考えておりました。しかしながら、この更新、先
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ほども言いましたが、保守費の削減とか考えた上では、この工事につきましては随契が適当と判

断いたしまして、この随意契約を結んだところでございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  町田議員。 

○議員（１０番 町田 正一君）  部長、そんなん当たり前じゃないですか。九電工の子会社が運

営、入札しとって落札しとっとですよ、この光ネットが。そしたら、民間会社だったら当然、一

番慣れて自社の、自社とあえて言うけども、自分とこの機械を、それは一番扱いやすいし、責任

も持てるし、それは、当然、運営で落札した時点で、それは当然、部長、分かっとったはずじゃ

ないんですか。もちろん、それは建前上は別ですよ。運営面と、それから、設備工事の分の入札

というのは全く別物だけども、じゃあうちの会社のこの機械じゃないと、私たちは責任持ってや

れませんと、要するに言うことでしょう。そして、そのほうが便利だと。今まで一番やっとるん

だから、今までそれを使っておるんだから、責任持ってやれるということでやったんじゃないん

ですか。部長、それ運営面の入札のときもそれ把握されなかったんですか。僕は当然聞いとって

当たり前だと思います。ただし、もしそれを聞いとったら、これ大変な事態だと思っていますよ、

これを随意契約でやったというのは。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  指定管理のときには、工事については別物と考えておりました。

この工事につきましても、先ほど言いましたように、３社から見積りを取っておりまして、その

価格の安い単価を参考にしておりまして、九電工の機器そのものを使用するものではございませ

ん。３社の見積りの中からおおむね９０％からその辺の金額をもって設計をしておりますので、

その設計を基に入札、見積り徴取をしておりますので、適正な価格になっていると考えておりま

す。 

○議長（豊坂 敏文君）  町田議員。 

○議員（１０番 町田 正一君）  部長、適正な価格であるかどうかなんかは、私聞いていないん

です。それは、もちろん見積り取って、それに九十何％ぐらいになれば、それは当然適正な価格

になるとですよ。ただし、なぜ要するに入札がじゃあできなかったのかと。なぜ入札しなかった

のかということですよ。基本的に運営面と設備面は別だと、初めからそれはもう全く別なもんで

すよ。なぜ入札をしなかった、なぜ随意契約にしたのかと。これこそ李下に冠を正さずですよ。

私は何もないというたって、どう考えても、普通の人が考えたら、これおかしいとやっぱり思う

でしょうが、それ。僕、当たり前だと思いますよ。ほかに見積り取ったんだったら、なぜ入札を

しなかったんですか。僕はさっぱりその理由が分からない。価格面は後で、その３社の見積りの

最低価格の９０％だとかいうたって、そんなことを言い出したら、入札制度自体をもう否定して

しまいます、これ。僕も分からない。なぜこれ随意契約にしたのか。ただし、民間の会社として
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それは分かります。自分とこの親会社みたいなの設備を使い慣れておるんだから、最終的には責

任も持つという考えも分かるけれども、もしそんなことがまかり通ってしまったら、これ行政と

しては、全くもう失格ですよ。僕もさっぱり分からない。なぜ入札しなかったのか、もう一回ち

ょっと明確に答弁してください。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  ただいまの町田議員の御質問にお答えいたします。 

 繰り返しになりますが、指定管理者が施工することによりまして、新旧システムとの切り替え

作業の時間の短縮、また、システム整合性の確保、責任分界点の省略による施工、運営、保守へ

の対応の遅延防止が確保されると考えておりまして、その点をもちまして随意契約とさせていた

だいております。 

○議長（豊坂 敏文君）  ４回目ですが、今度まで。 

○議員（１０番 町田 正一君）  もし部長、そういう論理がまかり通るんであれば、入札制度そ

のものが必要ないじゃないですか。事業の継続性が必要だとか、スムーズに移管できるとか、そ

の機器に慣れておるから責任が持てるとか、それを言い出したら、運営面と設備面は全く別だと

言いながら、その設備に関しては運営の関連会社が、もちろんそれはやったら責任も持てるだろ

うし、スムーズにいくですよ。それは当たり前のことです。僕が聞きよるとは、そういうのが、

でも行政の入札の仕組みとして許されるのかと。それをやり出したら、例えば、運営会社が小さ

な新しい提案して運営会社ができると。じゃあ設備は物すごい金額になると。それも含めて、じ

ゃあその運営会社が、関連会社が全部随意契約で全部やれるということになりますよ。これ僕、

悪しき前例だと思います、こんなことをもし認めたら。僕は、もうそれさっぱり分からない。な

ぜ入札ができなかったのか。入札しておけば、何の問題もないじゃないですか。なぜ入札できな

ったのか。スムーズな機器の変更が可能だとか、責任を持ってその運営ができる、その設備やっ

たら運営ができる。そんなんは同じ会社だから当たり前のことじゃないですか。でも、それは理

由にならないと僕は言っているんですよ。それは、議論にならないですよ。それはきちんと入札

すべきです。随意契約である必要、もちろんこれ金額も大きいですけど、随意契約でしなきゃい

かん理由にはならないでしょうと。もしそういうことで随意契約を認めてしまうんだったら、入

札なんかする必要ないじゃないですか。僕は、絶対部長の答弁はおかしいと思いますよ。 

 以上で終わります。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかありませんか。植村議員。 

○議員（４番 植村 圭司君）  すみません。私、基本的な話を聞きたいと思いまして、説明では、

目的が更新工事というふうになっているんですけども、私の理解ではＧＩＧＡスクール構想に対

する設定の変更、更新だと思うんですけども、そもそもどういった能力が今あって、その能力を
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どういうふうに変えるという工事をするのかというのが説明になかったと思うんですけども、何

のためにこの金額を使うのかというお話を説明いただきたいんですが、いかがでしょうか。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  この工事につきましては、壱岐市のＧＩＧＡスクール構想に伴

いまして、各小学校に生徒に端末が配付されます。しかしながら、現在の通信容量が、各端末

１台ずつ配置しますと通信容量が不足し、一般市民、企業、それから、配置した生徒にも影響が

ございますので、その通信容量を現在１ギガでございますが、それを１０ギガに増設し、通信容

量を確保するために、ケーブルテレビ施設を改修するためでございます。 

 以上でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかありませんか。小金丸議員。 

○議員（９番 小金丸益明君）  今の論争を聞いておりましてなかなかすっきりしないんですけど

も、まず１点目、今日上程されて、即日採決になっております。それ議運でも了承をいたしまし

たが、問題が深うございますが、どうして今日採決しなければいけないのか。委員会付託を省略

した理由を執行部のほうから答弁願います。 

○議長（豊坂 敏文君）  企画振興部長。 

○企画振興部長（本田 政明君）  工期の関係で早めに議決をいただいて、工事に着手したいと考

えておりまして、今回、初日に議決をいただくように提案をしております。 

○議長（豊坂 敏文君）  小金丸議員。 

○議員（９番 小金丸益明君）  このまま採決して、うやむやでどうなるか分かりませんけども、

委員会付託をすべきと私は思いますが、議長の判断を。 

○議長（豊坂 敏文君）  それでは、この５１号の議案については、委員会付託をしたいと思いま

すが、皆さん方の御意見ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  それでは、委員会付託といたします。 

 ここで暫時休憩といたします。再開を１１時２５分といたします。 

午前11時13分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前11時25分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 議案審議を続けます。 

────────────・────・──────────── 

日程第６．議案第５２号 
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○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第６、議案第５２号を議題とします。 

 提出議案の説明を求めます。西原教育次長。 

〔教育次長（西原 辰也君） 登壇〕 

○教育次長（西原 辰也君）  議案第５２号について御説明いたします。 

 １人１台端末整備事業におけるＰＣ端末共同調達購入契約の締結について。 

 １人１台端末整備事業におけるＰＣ端末共同調達購入契約を、下記のとおり締結するため、地

方自治法第９６条第１項第８号の規定により議会の議決を求めるものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 １、契約の目的、１人１台端末整備事業におけるＰＣ端末購入。 

 ２、契約の方法、長崎県市町村行政振興協議会が執行した共同調達に係る入札結果により決定

した業者と随意契約。 

 ３、契約金額、１億７６９万８,８００円。 

 ４、契約の相手方、長崎市田中町５８５番地５、扇精光ソリューションズ株式会社代表取締役

社長濵口晴樹氏。 

 提案理由は、壱岐市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条例第３条の

規定により、議会の議決を経る必要があるものでございます。 

 次のページに説明資料を記載しております。 

 納期は、令和３年１月３１日としております。 

 本入札については、ＧＩＧＡスクール構想に伴うもので、全国的に一斉導入が予想され大量調

達となることで、産業界との交渉力が大きく高まること、共同調達参加市町間での教職員の異動

後や児童生徒の転校後でも、円滑に利活用が継続できることなどの理由により、国から都道府県

単位を基本とした共同調達が推奨されておりました。県内１２団体が参加をいたしまして、一般

競争入札が執行をされております。端末機器については、ＬＴＥ通信非対応のＷｉ─Ｆｉモデル

２,４６０台、１台当たりの単価が税込みの４万３,７８０円となっております。 

 以上で議案第５２号について説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔教育次長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これから質疑を行います。質疑はありませんか。音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  執行部にお尋ねをいたします。 

 長崎県市町村行政振興協議会の執行とありますが、この協議会の入札の形式はどのようになっ

ておりますでしょうか。その件だけです。 

○議長（豊坂 敏文君）  西原教育次長。 

○教育次長（西原 辰也君）  音嶋議員の御質問にお答えいたします。 
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 長崎県市町村行政振興協議会は、市町村の行財政運営を支援する目的で県内２１市町を構成団

体として設立された公共的任意団体でございまして、入札につきましては、先ほど説明いたしま

したとおり、一般競争入札を執行されております。 

○議長（豊坂 敏文君）  音嶋議員。 

○議員（８番 音嶋 正吾君）  健全な入札体制です。結構でございます。 

○議長（豊坂 敏文君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  質疑がありませんので、これで質疑を終わります。 

 お諮りします。議案第５２号については、会議規則第３７条第２項の規定により、委員会付託

を省略したいと思います。御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  異議なしと認めます。よって、議案第５２号については、委員会付託を

省略することに決定いたしました。 

 これから討論を行います。討論ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（豊坂 敏文君）  討論なしと認め、これで討論を終わります。 

 これから議案第５２号を採決します。この採決は起立によって行います。本案は、原案のとお

り決定することに賛成の方は起立願います。 

〔賛成者起立〕 

○議長（豊坂 敏文君）  起立多数です。よって、議案第５２号は、原案のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第７．報告第９号～日程第３０．認定第８号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第７、報告第９号から日程第３０、認定第８号まで、以上、

２４件を一括議題とします。 

 ただいま上程しました議案について、報告及び提案理由の説明を求めます。総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  報告第９号令和元年度壱岐空港ターミナルビル株式会社に係る経営

状況の報告について、御説明申し上げます。 

 令和元年度壱岐空港ターミナルビル株式会社に係る経営状況の報告について、地方自治法第

２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告するものでございます。 

 本日の提出でございます。 

 壱岐空港ターミナルビル株式会社については、地方自治法施行令第１５２条第１項第３号に規
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定された法人等で資本金等の４分の１以上を壱岐市が出資しておりまして、壱岐市長の調査等の

対象となる法人を定める条例第２条第２号で規定された法人でございます。 

 報告書の１ページをお開き願います。官庁事項及び株式総会の報告でございます。 

 次に、２ページをお開き願います。（３）の株式でございますが、資本金１,０００万円、

２万株で、そのうち４６０万円、９,２００株が壱岐市の出資で、出資比率は４６％となってお

ります。 

 ３ページをお開き願います。貸借対照表でございますが、資産の部については、流動資産合計

５０９万５,８９０円、固定資産合計９０３万６,７９７円で、資産合計は１,４１３万

２,６８７円となっております。 

 負債の部については、負債合計３０万８４円で、その内訳につきましては、７ページの主要勘

定残高明細書の（４）未払金及び（５）預り金でございますので、後ほど御確認いただきたいと

存じます。 

 純資産の部については、株主資本合計１,３８３万２,６０３円で、負債・純資産合計は、資産

合計と同額の１,４１３万２,６８７円でございます。 

 ４ページをお開き願います。損益計算書でございますが、売上総利益が１４１万６,１２０円、

販売費及び一般管理費１７４万５,７５０円で、営業利益はマイナス３２万９,６３０円となって

おり、その内訳につきましては、９ページの営業損益内訳書に記載をしておりますので、後ほど

御確認いただきたいと存じます。 

 営業外収益は、受取利息等合計で４０円となり、営業利益と営業外収益合計を合算した。経常

利益マイナス３２万９,５９０円に法人税等２万８,０００円を含めまして、当期純利益はマイナ

ス３５万７,５９０円となります。 

 次に５ページをお開き願います。株主資本等変動計算書でございますが、純資産合計の前期末

残高１,４１９万円、当期変動額合計がマイナス３５万８,０００円で、当期末残高は１,３８３万

２,０００円となっております。 

 ６ページは個別注記表、７ページは主要勘定残高明細書、８ページは固定資産明細表、９ペー

ジは営業損益内訳書、最後のページは監査報告書でございます。 

 以上で、報告第９号令和元年度壱岐空港ターミナルビル株式会社に係る経営状況の報告につい

て終わらせていただきます。よろしくお願いいたします。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 登壇〕 

○企画振興部長（本田 政明君）  報告第１０号及び報告第１１号について、続けて御説明申し上
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げます。 

 まず、報告第１０号令和元年度株式会社壱岐カントリー倶楽部に係る経営状況の報告について。 

 令和元年度株式会社壱岐カントリー倶楽部に係る経営状況について、地方自治法第２４３条の

３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。 

 本日の提出でございます。 

 株式会社壱岐カントリー倶楽部につきましては、地方自治法施行令第１５２条第１項第３号に

規定された法人で、経営状況を報告させていただくものでございます。 

 内容につきましては、第３７期営業報告書を添付しております。 

 １ページをお開き願います。丸の３つ目、当社の経営状況の欄をご覧ください。 

 令和元年度の来場者数は６,９４５名で、前年度より２４４名増、前年比１０３.６％となって

おります。ハーフ利用と島外者利用が１００人を超える増加となっており、また、６月、７月の

利用者の落ち込みが少なかったことが要因であります。 

 ３ページをご覧ください。株式状況でございますが、発行済み株式３,６００株、資本金

７,２００万円で、そのうち１,３２０株を壱岐市が保有しており、持ち株比率は３６.６７％で

ございます。 

 ４ページをお開き願います。貸借対照表でございますが、資産の部については、流動資産が

９８５万５５９円、固定資産が５,３７６万２,４９２円で、資産合計は６,３６１万３,０５１円

となっております。 

 ５ページをお開き願います。負債・純資産の部につきましては、負債合計が８６１万５,６６４円、

純資産合計が５,４９９万７,３８７円で、負債及び純資産合計は６,３６１万３,０５１円となっ

ております。 

 次に、６ページ、損益計算書でございます。 

 表中段の売上総利益が４,６０８万１,８４９円、販売費及び一般管理費は４,４７８万

２,２６５円で、営業利益は１２９万９,５８０円となっております。なお、販売費及び一般管理

費の詳細につきましては、７ページに掲載しております。 

 営業外利益、特別利益等と合わせ、税引き後の当期純利益額は１８０万２,７５７円の黒字決

算となっております。 

 ８ページに株式資本等変動計算書、９ページに主要勘定残高明細書、１０ページに監査報告書

を添付しております。 

 以上で、報告第１０号の説明を終わります。 

 次に、報告第１１号令和元年度ＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ株式会社に係る経営

状況の報告について。 
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 令和元年度ＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ株式会社に係る経営状況について、地方

自治法第２４３条の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。 

 本日の提出でございます。 

 ＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ株式会社につきましては、地方自治法施行令第

１５２条第１項第３号に規定された法人で、経営状況の報告をさせていただくものでございます。 

 ＩＫＩ ＰＡＲＫ ＭＡＮＡＧＥＭＥＮＴ株式会社は、平成３０年１１月９日に設立され、平

成３１年４月１日からイルカパークの指定管理を受託、４月２５日にリニューアルオープンし、

本格稼働の初年度となります。入園者数は、島外２万１,００３人、島内１万２,６８８人、合計

３万３,６９１人で、前年度比７,８７１人の増、３０.５％の増となっております。 

 資料３ページをお開き願います。貸借対照表でございますが、資産の部については、流動資産

が４,５５２万９,８９８円、固定資産が９２９万８,５０２円で、資産合計は５,４８２万

８,４００円となっております。 

 負債・純資産の部につきましては、負債合計が５,１７２万４,８７６円、純資産合計が

３１０万３,５２４円で、負債及び純資産合計は５,４８２万８,４００円となっております。 

 主な内訳は、流動資産の部の売掛金３,５４６万８,２００円は、壱岐市との工事関係委託料の

繰越し工事分でございます。流動資産の部、未払金は、４月１０日支払い給与及び繰越し工事関

係の外注費の未払いでございます。 

 ４ページをお開き願います。損益計算書でございます。まず、売上合計は、売上高、指定管理

委託料、交付金事業のハード事業に係る業務委託料、合わせて１億３,５５１万１,１９６円でご

ざいます。売上高から売上原価を差し引いた売上総利益は１億２,９６７万８,９３７円です。税

引き後の当期純利益は１９８万９,３５２円となっております。 

 ５ページをお開き願います。販売費及び一般管理費の内訳書でございます。主な支出は、役員

２名、従業員１８名の２０名体制で運営しており、役員報酬、人件費、法定福利費合わせて

５,４１６万８,１５０円であります。 

 次に、受託業務工事費５,７７５万３,７２０円は、交付金事業のハード事業に係る工事費等で、

ウッドデッキなどの管理棟改修２期工事、公衆トイレの解体工事、体験施設入場口の改修工事等

でございます。 

 次に、受託業務備品購入費２,０６５万６,０２４円は、カフェの厨房機器、キャンプ資材、サ

ップ、ウエットスーツ等の備品購入でございます。 

 次に、外注費５９３万６,６４２円は、水質・底質環境調査、ＰＲ映像制作、ホームページ等

ツール制作などでございます。 

 次に、旅費、交通費１,０５２万２４３円の主な内訳は、トレーナーの先進施設研修旅費及び
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連携施設、大学、専門学校等打合せ、旅行会社営業等でございます。 

 ほか動物飼育管理、施設管理及び事業遂行に必要な諸経費で、合計１億８,４２０万３,４１５円

でございます。 

 ６ページに株主資本等変動計算書、７ページに個別注記表を添付しております。 

 以上で、報告第１１号の説明を終わります。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  報告第１２号令和元年度公益財団法人壱岐栽培漁業振興公社に

係る経営状況の報告について、御説明申し上げます。 

 令和元年度公益財団法人壱岐栽培漁業振興公社について、地方自治法第２４３条の３第２項の

規定により、別紙のとおり報告いたします。 

 本日の提出でございます。 

 当法人は、これまでと同様、種苗放流事業を実施いたしております。 

 ２ページ、３ページをお開き願います。２ページは、役員並びに評議員名簿を掲載いたしてお

ります。３ページは、事業報告でございます。 

 令和元年度の事業概要は、アワビ種苗５万個を、壱岐市栽培センターより購入し、各漁協によ

り１万個ずつを放流いたしております。 

 財源の内訳ですが、利息０.３１０％で、基金運用益２１７万５,９４５円、助成金として、県

から３１万円、市から１５万５,０００円、漁協の負担金として、各漁協より３万１,０００円の

５漁協で１５万５,０００円となっております。 

 また、法人会計より２２万９,０５５円を繰り替えまして、合計３０２万５,０００円でありま

す。 

 次に、収支決算について御説明いたします。５ページ、６ページをお願いいたします。５ペー

ジは、貸借対照表でございます。資産の部ですが、流動資産が２５万８,５９５円、固定資産の

うち基本財産が１億円、特定資産が７億円で、資産合計８億２５万８,５９５円でございます。 

 ６ページは、貸借対照表の内訳を掲載いたしております。 

 ７ページ、８ページをお願いいたします。 

 ７ページは、正味財産増減計算書でございます。８ページの正味財産増減計算書内訳表で説明

いたしますと、法人会計として、預金利息を財源としております。今年度の繰越金は、１億円を

除きますと２５万８,５９５円となります。支出の面で、管理費の３万７９５円は、公益法人研

修会旅費及び印紙代等でございます。 
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 ９ページは附属明細書、１０ページは財産目録、１１ページ、１２ページは、監査報告書を掲

載いたしていますので、御高覧をお願いいたします。 

 以上で報告第１２号についての説明を終わります。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  本田企画振興部長。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 登壇〕 

○企画振興部長（本田 政明君）  報告第１３号及び報告第１４号を続けて御説明いたします。 

 まず、報告第１３号令和元年度一般財団法人壱岐市開発公社に係る経営状況の報告について。 

 令和元年度一般財団法人壱岐市開発公社に係る経営状況について、地方自治法第２４３条の

３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。 

 本日の提出でございます。 

 一般財団法人壱岐市開発公社につきましては、地方自治法施行令第１５２条第１項第２号に規

定された法人で、経営状況の報告をさせていただくものでございます。 

 １ページをお開きください。経営状況について御説明いたします。令和元年度は、旅行会社と

のタイアップ企画での宿泊客の誘客強化や壱岐への宿泊、バスツアー等での受入れ強化、リピー

ター増のために心のこもったサービス提供に努めております。さらには、インターネット上の予

約サイトを増やすとともに、アクセス数の増加及び宿泊プランの充実による宿泊利用者数増や島

内のお客様への宴会等の積極的な営業により、３月に新型コロナウイルス感染症により宿泊、宴

会に影響があったものの、令和元年度決算は純利益を計上しております。 

 ２ページをお開きください。表１、利用状況でございます。宿泊者数は９,２０４人、前年度

より１７６人の増、１０１.９％の伸びでございます。その他の利用者数は減少となっておりま

す。 

 ３ページをご覧ください。収支についてでございますが、収入の部、合計１億８,２８６万

６,８１１円、支出の部、合計１億８,０８８万４１５円となっております。当期経常増減額、い

わゆる税引き後の当期純利益は１９８万６,３９６円の黒字となっております。 

 ４ページから６ページは、正味財産増減計算書でございます。６ページ、合計（ａ）の最終欄、

正味財産期末残高、いわゆる純資産合計は４,６２６万９,８８０円となっております。 

 次に、７ページをお開きください。貸借対照表でございます。資産の部、合計で５,８９３万

５５３円、負債の部、合計で１,２６６万３,６７３円、正味財産の部は合計で５,８９３万

３,５５３円となっております。 

 ８ページ、９ページに、財務諸表に対する注記、１０ページに監査報告書を添付しております。 

 以上で、報告第１３号の説明を終わります。 
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 次に、報告第１４号令和元年度一般社団法人壱岐市ふるさと商社に係る経営状況の報告につい

て。 

 令和元年度一般社団法人壱岐市ふるさと商社に係る経営状況について、地方自治法第２４３条

の３第２項の規定により、別紙のとおり報告する。 

 本日の提出でございます。 

 一般社団法人壱岐市ふるさと商社につきましては、地方自治法施行令第１５２条第１項第２号

に規定された法人で、経営状況の報告をさせていただくものでございます。 

 １ページから３ページは事業報告でございます。 

 ２ページの［２］事業実績をご欄ください。取扱品目数は約３００品目で、主要な取扱商品は

記載のとおりでございます。飲食店や小売店への卸売事業は、東京、大阪、福岡を中心に展開し

ております。通販事業につきましては、４８品目を取り扱っております。物産展での催事やカフ

ェへの出店回数は２１回でございました。売上実績は、売上目標額４,０３２万円に対しまして

４,２２７万７,９９２円で、前年度比１４３％の増でございます。 

 次に、４ページから決算報告でございます。 

 ５ページが決算総括表でございまして、６ページから８ページが会計ごとの正味財産増減計算

書でございます。まず、６ページの一般会計の正味財産増減計算書をご覧ください。一般会計に

つきましては、卸売事業等の会計でございます。経常収益の合計３,５５３万３,８４０円、経常

費用の合計２,９６０万９,８４６円、税引き後の正味財産期末残高は１,７１３万１,９７０円で

ございます。 

 次に、７ページの受託会計の正味財産増減計算書をご覧ください。これは、各種委託事業の会

計でございます。経常収益の合計は７７８万７,６１９円、経常費用の合計７０１万９,４７５円、

正味財産期末残高は７６万８,１４４円でございます。 

 次に、８ページの特別会計の正味財産増減計算書でございます。これは、国庫補助対象事業の

会計でございまして、地方創生推進交付金で充当をされております。経常収益の合計３,３５９万

２,４５７円、経常費用は、事業費が３,０４９万３,２７５円、管理費が３０９万９,１８２円で、

合計３,３５９万２,４５７円となっております。 

 次に、戻りまして５ページをご覧願いたいと思います。３会計を総括したものが決算総括表で

ございます。歳入合計８,９４４万７９２円、歳出合計７,１５４万６７８円でございます。歳入

合計から歳出合計を差し引きしまして、正味財産期末残高は１,７９０万１１４円で、次年度へ

の繰越金となっております。 

 次に、９ページの貸借対照表をご覧ください。資産の部、合計２,９２６万８,８２２円、負債

の部、合計１,１３６万８,７０８円、正味財産の部で正味財産は１,７９０万１１４円で、負債
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及び正味財産の部、合計は２,９２６万８,８２２円でございます。 

 １０ページは監査報告書を添付しております。 

 以上で、報告第１４号の説明を終わります。 

〔企画振興部長（本田 政明君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩いたします。再開を１３時といたします。 

午前11時57分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時00分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案説明を続けます。松尾財政課長。 

〔財政課長（松尾 勝則君） 登壇〕 

○財政課長（松尾 勝則君）  報告第１５号及び報告第１６号を続けて御説明申し上げます。 

 報告第１５号令和元年度壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足比率の報告について、地方公

共団体の財政の健全化に関する法律第３条第１項及び第２２条第１項の規定により、令和元年度

壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足比率を監査委員の意見を付して報告いたします。本日の

提出でございます。 

 次のページをお開き願います。法第３条第１項による財政健全化判断比率の状況でございます

が、まず実質赤字比率につきましては、一般会計及び農業機械銀行特別会計の実質収支により算

出いたします。いずれも黒字決算でありますので、実質赤字比率は生じておりません。 

 次に、連結実質赤字比率につきましては、公営企業以外の国民健康保険事業、介護保険事業、

後期高齢者医療事業特別会計と公営企業の水道事業、下水道事業、三島航路事業特別会計の全て

の会計において、実質収支は黒字決算でありますので、連結実質赤字比率につきましても生じて

おりません。 

 次に、実質公債費率でございますが、平成３０年度は決算年度を含む過去３か年の平均が

５.５％でありましたが、令和元年度におきましては、６.４％で、対前年度０.９％の増となっ

ております。その要因といたしましては、前年度の算定対象であった平成２８年度の単年度比率

が４.８０％でございましたが、これが今回の算定から外れ、代わりに令和元年度の単年度比率

７.６０％が算定対象となったため、３か年の平均値を増加させたものと分析しております。 

 次に、将来負担比率につきましては、学校教育施設整備事業債や合併特例事業債など多額の地

方債の発行により、当該年度の元金償還額よりも借入総額のほうが大きかったため、将来負担額

が増加したこと、また、財政調整基金、減債基金の取り崩しにより、充当可能財源が減少したこ

となどによって分子が増となったこと、さらに普通交付税及び臨時財政対策債発行可能額の減に
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より、標準財政規模が減少したことで分母が減となったため、対前年度２５.３％増の３８.３％

の将来負担比率となっております。 

 いずれの比率も法で定める基準と比べて健全に推移しておりますが、今後におきましても普通

交付税の減などによる標準財政規模の減少や庁舎耐震改修、葬祭場建設などの大型事業に係る起

債の償等により、実質公債費率、将来負担比率の上昇が予想されます。いわゆるイエローカード

となります早期健全化基準や、レッドカードと言われます財政再生基準の比率を超えるまでには

至りませんが、引き続き健全な指標を保つよう財政運営に努めてまいります。 

 次に、法第２２条第１項の規定による資金不足比率の状況でございますが、下水道事業特別会

計、三島航路事業特別会計、水道事業会計の３つの公営企業会計におきましては、資金不足はご

ざいませんので比率は生じておりません。 

 なお、健全化判断比率等の概要につきましては、別紙資料３、令和元年度各会計決算概要の

１から２ページに添付しておりますので、御参照願います。 

 以上で、報告第１５号の説明を終わります。 

 続きまして、報告第１６号令和２年度壱岐市一般会計補正予算（第６号）の専決処分の報告に

ついて御説明申し上げます。 

 令和２年度壱岐市一般会計補正予算（第６号）について、地方自治法第１８０条第１項並びに

壱岐市議会基本条例第１２条第１項第６号の規定により、別紙のとおり専決処分したので、地方

自治法第１８０条第２項及び壱岐市議会基本条例第１２条第２項の規定により報告するものでご

ざいます。本日の提出でございます。 

 １ページをお開き願います。 

 専決第５号、専決処分書、専決処分の内容は、去る８月１５日から故障により使用不能となっ

ております郷ノ浦港フェリーターミナルのボーディングブリッジにつきまして、専門業者による

現地調査を踏まえ、応急対策工事の工法決定及び係る経費につきまして、詳細見積りの算出がな

されましたので、早期復旧に向けて速やかに対応するものとし、令和２年９月１日をもって専決

処分したものでございます。 

 令和２年度壱岐市の一般会計補正予算（第６号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,０００万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２７８億２,８００万円とします。第２項は記載の

とおりでございます。 

 ２から３ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算補正の款項の区分の補正額等について

は、記載のとおりでございます。 

 それでは、事項別明細書により内容を説明いたします。まず、歳入について説明いたします。 
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 ８から９ページをお開き願います。今回の補正予算の財源といたしまして１０款１項１目地方

交付税、普通交付税で１,０００万円を増額しております。 

 次に、歳出について説明いたします。 

 １０から１１ページをお開き願います。７款４項１目港湾管理費で、今回の応急修理に係る経

費につきまして、工事請負費で１,０００万円を補正しております。 

 以上で、報告第１６号令和２年度壱岐市一般会計補正予算（第６号）の専決処分の報告を終わ

ります。 

〔財政課長（松尾 勝則君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  石尾市民部長。 

〔市民部長（石尾 正彦君） 登壇〕 

○市民部長（石尾 正彦君）  議案第５３号について御説明申し上げます。 

 議案第５３号壱岐市税条例の一部改正について、壱岐市税条例の一部を改正する条例を別紙の

とおり定めるものでございます。本日の提出でございます。 

 提案理由は、地方税法等の一部改正に伴い、個人住民税におけるひとり親控除の創設及び寡婦

控除の改正を行うほか、所要の規定の整備を行うものでございます。 

 次のページをお開き願います。壱岐市税条例の一部を改正する条例、改正案につきましては、

記載のとおりでございます。 

 資料１、議案関係資料の１ページから２１ページに新旧対照表を掲載いたしておりますので、

御参照願います。 

 改正内容でございますが、主な改正点として４点でございます。 

 まず、個人住民税に係る改正でございますが、新旧対照表１ページから２ページの第２４条、

第３４条の２及び第３６条の２の改正部分でございます。 

 全てのひとり親家庭に対して公平な税制を実現する観点から、婚姻歴の有無や性別に関わらず、

同一生計の子を有する単身者について、ひとり親控除を設けるとともに、寡婦控除に所得制限を

設けるなどの見直しを行うものでございます。 

 次に、たばこ税に係る改正でございますが、新旧対照表３ページから４ページ及び２０ページ

の第９４条第２項及び第４項の改正部分でございます。 

 税負担の低い軽量な葉巻たばこが、紙巻たばこの代替品として販売量が急速に増加し、課税の

公平性の観点から課題が生じているとされ、課税方式を見直すこととされたものでございます。 

 国のたばこ税と同様に、葉巻たばこ１本を紙巻たばこ１本に換算する方式とし、令和２年

１０月１日から経過措置を講じながら、２段階で引き上げることとするものでございます。 

 次に、還付加算金等の割合に係る改正でございますが、新旧対照表４ページから５ページの附
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則第３条の２第１項の改正部分でございます。 

 国税における利子税・還付加算金等の見直しと同様に、市中金利の実税を踏まえ、地方税にお

いても０.５％引き下げることとされたものでございます。 

 次に、法人市民税に係る改正でございますが、新旧対照表１０ページから２０ページの第

３１条第２項及び第３項、第４８条、第５０条及び第５２条の改正部分でございます。 

 国税において、連結納税制度の見直しが行われたことに伴い、地方税においても所要の措置を

行うものでございます。 

 その他につきましては、法律改正による用語及び字句の見直しや条項番号のずれが生じたもの

を整備するものでございます。 

 施行期日につきましては、附則第１条のとおりでございます。 

 以上で、議案第５３号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔市民部長（石尾 正彦君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  西原教育次長。 

〔教育次長（西原 辰也君） 登壇〕 

○教育次長（西原 辰也君）  議案第５４号原の辻一支国王都復元公園条例の一部改正について御

説明いたします。 

 原の辻一支国王都復元公園条例の一部を別紙のとおり定めるものでございます。本日の提出で

す。 

 提案理由は、令和３年度からの原の辻一支国王都復元公園の指定管理者導入に伴い所要の改正

を行うものです。 

 次のページをお開き願います。改正内容ですが、第３条で、公園の管理を指定管理者に行わせ

ることを定め、第４条では、入園及び利用について、主に条文の修正で「市長」から「指定管理

者」に改めています。 

 次に、第５条で、指定管理者の業務について定めています。 

 第６条、開園日及び開園時間については、規則で定めています。現在、当該ツアーメニューに

おいて、観光夜神楽の上演を行っている実績があり、開園時間を午後９時まで延長を行うもので

ございます。 

 次に、第７条から第９条までは、利用の許可や変更について定めています。 

 次のページをお願いいたします。第１０条で利用料金、第１１条で体験料について定めていま

す。 

 次のページをお願いいたします。第１２条で利用料金等の減免、第１３条で利用料金の還付、

第１４条は原状回復、第１５条は損害賠償等について定めています。 
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 別表第１、第１０条関係ですが、原の辻一支国王都復元公園の利用料金については、体験広場

が１日１万円とし、次のページ、別表第２、原の辻ガイダンスの貸室料関係については、改正は

ございません。 

 別表第３、第１１条関係、体験料について記載のとおりですが、体験メニューごとの金額を上

限として、市長の承認を得て指定管理者が定めるものといたします。 

 附則として、この条例は令和３年４月１日から施行する。また、指定管理者の指定に係る準備

雇用について定めております。 

 以上で、議案第５４号について説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔教育次長（西原 辰也君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  松尾財政課長。 

〔財政課長（松尾 勝則君） 登壇〕 

○財政課長（松尾 勝則君）  議案第５５号令和２年度壱岐市一般会計補正予算（第７号）につい

て御説明申し上げます。 

 令和２年度壱岐市の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４億５００万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２８２億３,３００万円とします。 

 第２項は、記載のとおりでございます。 

 債務負担行為の補正、第２条、債務負担行為の追加は、第２表債務負担行為補正によるもので

ございます。 

 地方債の補正、第３条、地方債の追加、変更は、第３表地方債補正によるものでございます。

本日の提出でございます。 

 ３から５ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算補正の款項の区分の補正額等について

は、記載のとおりでございます。 

 ６ページをお開き願います。第２表債務負担行為補正、１、追加で、来年度より新たに指定管

理を予定しております原の辻一支国王都復元公園の指定管理料につきまして、今年度中に指定管

理者の公募等を行うため、債務負担行為限度額として追加しております。 

 ７から１０ページをお開き願います。第３表地方債補正、１、追加で、農林水産債の限度額

５６０万円は、県営自然災害防止事業に係る市の負担金に対するものでございます。 

 また、２、変更で、臨時財政対策債につきましては、発行可能額の確定に合わせ１９７万

８,０００円を増額しております。 

 次に、民生債及び消防債につきましては、緊急防災・減災事業に係る対象事業費の調整により、

それぞれ限度額の補正を行っております。 
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 次に、教育債につきましては、７月会議の補正予算（第５号）で議決をいただきました小中学

校ＧＩＧＡスクール構想整備事業に係る国庫補助の裏財源として、学校教育施設等整備事業債を

充当するものとし、６,４８０万円を増額しております。 

 次に、災害復旧事業債は、７月の梅雨前線豪雨により被災しました市道・河川等公共土木施設

等災害復旧事業について３,２８０万円を増額しております。 

 それでは、事項別明細書により、主な内容について御説明いたします。 

 まず、歳入について説明いたします。 

 １４から１５ページをお開き願います。１０款１項１目地方交付税で、今回不足する一般財源

について、普通交付税で１億３０９万２,０００円を増額しております。 

 次に、１４款１項２目災害復旧費国庫負担金は、公共土木施設災害復旧費で、道路及び河川

１６か所の災害復旧事業費に対し、補助率８０％の５,０４０万円を計上しております。 

 次に、３項１目総務費委託金、誘客多角化等のための魅力的な滞在コンテンツ造成実証事業は、

新型コロナウイルス感染症の影響により落ち込んだ観光・旅行事業を喚起し、地域経済を活性化

させるため、新たな生活様式に沿った旅行スタイルの構築を図るものとして、観光庁が勧める新

規事業で、対象経費２,０００万円を限度とした１００％の国庫委託金１,４９６万円を計上して

おります。 

 １６から１７ページをお開き願います。１５款２項４目農林水産業費県補助金、６次産業化市

場規模拡大対策整備交付金は、現在、カキの海外輸出を行っております壱岐東部漁協が、新たに

中国やアメリカ等に向けて事業の拡大を展開するに当たり、輸出先の国の基準やニーズに対応し

た施設等の整備費用に対し、事業費の２分の１を助成するものとして１,７５８万７,０００円を

計上しております。 

 次に、８目災害復旧費県補助金は、農地施設等の国庫補助対象４０地区の災害復旧事業費に対

し５,８２０万円を増額しております。 

 次に、１８款１項１目基金繰入金、原の辻遺跡保存整備基金繰入金は、原の辻ガイダンスの外

壁改修等に係る経費に対しまして５００万円を取り崩し、充当するものでございます。 

 １８から１９ページをお開き願います。２１款市債につきましては、７から１０ページの第

３表地方債補正で説明したとおりでございます。 

 次に、２２款法人事業税交付金は、地方法人特別税譲与税制度の廃止に伴い、市町村分の法人

住民税、法人税割の減収分に対する補填措置として、県の法人事業税の一部から交付されるもの

として５４６万１,０００円を計上しております。 

 次に、歳出について説明いたします。 

 まず、歳出全般につきまして、今回、人事異動に伴う職員給与費等の組替えによる補正を行っ
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ております。給与費明細書につきましては、５４から５７ページに記載しておりますので御参照

願います。 

 ９月補正の主要事業につきましては、別紙資料３の令和２年度９月補正予算案概要で説明をい

たします。 

 ２から３ページをお開き願います。２款１項１４目新型コロナウイルス感染症対応事業費で、

離島航空路線確保緊急支援補助金は、オリエンタルエアブリッジ株式会社の新型コロナウイルス

感染症の影響による営業損失に対する支援として３,８３０万円を計上しております。 

 また、地域肉用牛振興対策事業補助金につきましても、新型コロナウイルス感染症の影響によ

り経営悪化が懸念される肥育農家の状況を鑑み、５月会議の補正予算（第３号）で議決をいただ

きました補助事業につきまして、追加の支援を行うもので７５５万円を増額しております。 

 次に、３款２項１目児童福祉総務費、子育て支援見守り強化事業は、新型コロナウイルス感染

症の影響により、子供の見守り機会の減少に伴う児童虐待リスクの増加に対し、地域における見

守り体制の強化を推進するため、要保護児童等見守りが必要とされる子供の状況把握を、宅食な

どの支援を通じて行う委託事業として８３１万３,０００円を計上しております。 

 次に、５款３項２目水産業振興費で、６次産業化市場規模拡大対策事業につきましては、歳入

のほうでも説明をいたしましたが、壱岐東部漁協が行うカキの輸出事業に係る施設整備機器導入

等に対し、国２分の１の補助に、市４分の１の上乗せ補助を行うもので２,５６３万２,０００円

を計上しております。 

 ４から５ページをお開き願います。６款１項４目観光費、誘客多角化滞在コンテンツ造成事業

につきましても、歳入のほうで説明をいたしましたとおり、ウィズコロナ、アフターコロナ期に

おける対策を講じ、新たな生活様式に沿った旅行スタイルの実証事業を行うものとして１,４９６万

円を計上しております。 

 次に、９款２項小学校費から４項幼稚園費まで、消毒液や体温計などの保健衛生用品の購入、

空気清浄機や網戸の設置など、換気対策等学校や幼稚園における感染症対策に係る経費について

国の助成が行われるもので、それぞれ所要額を計上しております。 

 次に、６から７ページをお開き願います。１０款１項１目農地及び農業用施設災害復旧費は、

７月の梅雨前線豪雨で被災しました農地及び農業用施設で、国庫補助対象４０地区、市単独事業

７１地区の災害復旧事業費１億１,８８１万円を増額しております。 

 同じく、１０款２項１目公共土木施設災害復旧費は、道路・河川等国庫補助対象１６か所、市

単独事業１１か所の災害復旧事業費をそれぞれ計上しております。 

 そのほか、主要事業の詳細につきましては、資料３に記載のとおりでございます。 

 以上で、議案第５５号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 
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〔財政課長（松尾 勝則君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君〕 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  議案第５６号から議案第５８号まで、続けて説明をさせていた

だきます。 

 初めに、議案第５６号令和２年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）につい

て御説明申し上げます。 

 令和２年度壱岐市国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、事業勘定の歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１５万

６,０００円を減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３８億３,１９４万９,０００円

とします。第２項につきましては、記載のとおりでございます。本日の提出でございます。 

 ２ページ、３ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算補正につきましては、記載のとお

りでございます。 

 ５ページから７ページには、事項別明細書を記載いたしております。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。歳入につきましては、４款１項１目保険給付費等交付

金７７万円を追加、６款１項１目職員給与費等繰入金２９０万２,０００円を減額、７款１項

１目その他繰越金９７万６,０００円を追加いたしております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。歳出の１款１項１目一般管理費につきましては、

人事異動による人件費の補正総額２９０万２,０００円を減額し、５款２項１目特定健診等事業

費につきましては、会計年度任用職員１名分の人件費総額７７万円を追加いたしております。 

 また、８款１項６目特定健診等負担金償還金につきましては、過年度分の精算返還金９７万

６,０００円を追加いたしております。 

 これで、議案第５６号の説明を終わります。 

 続きまして、議案第５７号令和２年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）

について御説明申し上げます。 

 令和２年度壱岐市の後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１０８万４,０００円

を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億５,２８６万１,０００円とします。第

２項につきましては、記載のとおりでございます。本日の提出でございます。 

 ２ページ、３ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算補正につきましては、記載のとお

りでございます。 
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 ５ページから７ページには、事項別明細を記載いたしております。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。歳入につきましては、７款１項１目高齢者医療制度円

滑運営事業費補助金１０８万４,０００円を追加いたしております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。歳出の１款１項１目一般管理費の委託料につきま

しては、平成３０年度税制改正に伴いますシステム改修事業としまして１０８万４,０００円を

追加いたしております。 

 これで、議案第５７号の説明を終わります。 

 続きまして、議案第５８号令和２年度壱岐市介護保険事業特別会計補正予算（第１号）につき

まして御説明申し上げます。 

 令和２年度壱岐市の介護保険事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、保険事業勘定の歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ

１,３０２万４,０００円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３７億４,５１２万

６,０００円とします。第２項につきましては、記載のとおりでございます。本日の提出でござ

います。 

 ２ページ、３ページをお開き願います。第１表、歳入歳出予算補正につきましては、記載のと

おりでございます。 

 ５ページから７ページには、歳入歳出補正予算事項別明細を記載いたしております。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。歳入でございますが、１款１項１目第１号被保険者保

険料並びに３款２項２目及び３目、４款１項２目、５款１項２目及び３目地域支援事業交付金、

７款１項１目一般会計繰入金につきましては、今回の人件費の補正に伴い、総額８４４万

２,０００円を減額いたしております。 

 また、３款２項５目介護保険保険者努力支援交付金４１２万３,０００円、８款１項１目繰越

金１,７３４万３,０００円をそれぞれ追加いたしております。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。歳出の３款２項１目一般介護予防事業費につきま

しては、人事異動に伴う人件費及び委託料の補正でございます。 

 委託料の補正につきましては、本年度の新規事業であります高齢者の保険事業と介護予防の一

体的な実施に向けた分析業務委託事業を追加いたしております。 

 １２ページ、１３ページをお開き願います。６款１項２目償還金につきましては、国、県並び

に支払基金からの過年度交付金の精算返還金総額１,７３４万３,０００円を追加いたしておりま

す。 

 以上で、議案第５６号から議案第５８号までの説明を終わります。御審議のほどよろしくお願

いいたします。 



- 46 - 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  議案第５９号令和２年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第

１号）について御説明申し上げます。 

 令和２年度壱岐市下水道事業特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ９８万２,０００円を

減額し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ３億２,９９１万７,０００円とします。２項は

記載のとおりです。本日の提出でございます。 

 ８ページをお願いします。２、歳入ですが、５款一般会計繰入金を９８万２,０００円減額し

ております。 

 １０ページをお願いいたします。３、歳出ですが、人事異動に伴う人件費の補正及び１款２項

施設整備費において、公共下水道の事業計画の変更のため、計画策定業務の委託を予定しており

ましたが、工事期間等軽微な変更では計画策定まで必要ないことが判明したため、委託料を減額

するとともに、２款漁業集落排水整備事業費、２項施設管理費で１９５万１,０００円の増額補

正を行っております。これは、漁業集落排水整備事業の恵美須地区、瀬戸・芦辺地区の設備・修

理などに必要な経費でございます。 

 以上で、議案第５９号の説明を終わります。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  議案第６０号令和２年度壱岐市農業機械銀行特別会計補正予算

（第１号）について御説明申し上げます。 

 令和２年度壱岐市の農業機械銀行特別会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 歳入歳出予算の補正、第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１,３４３万円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９,７００万４,０００円とする。第２項は記載のと

おりでございます。本日の提出でございます。 

 ２ページ、３ページをお開き願います。第１表歳入歳出予算補正、歳入及び歳出の補正の款項

の区分の補正額等については、記載のとおりでございます。 

 ５ページから７ページは、歳入歳出予算補正事項別明細書の総括を記載しております。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。まず、歳入について御説明いたします。 

 ４款繰越金１項繰越金に前年度繰越金として１,３４３万円を増額補正いたしております。 
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 １０ページ、１１ページをお開き願います。歳出について御説明いたします。 

 １款総務費１項１目一般管理費に１,３４３万円を増額補正いたしております。 

 主な内容については、前年度繰越金を財源として、消耗品費、修繕料、農業機械銀行負担金、

これは農業機械銀行振興会職員への人件費等運営に係る負担金を増額補正いたしております。 

 以上で、議案第６０号についての説明を終わります。御審議のほどよろしくお願い申し上げま

す。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  松尾財政課長。 

〔財政課長（松尾 勝則君） 登壇〕 

○財政課長（松尾 勝則君）  認定第１号令和元年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について御

説明申し上げます。 

 令和元年度壱岐市一般会計歳入歳出決算を地方自治法第２３３条第３項の規定により、監査委

員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でございます。 

 令和元年度各会計決算書一般会計の１ページをお開き願います。令和元年度壱岐市一般会計歳

入歳出決算書、歳入合計２６４億７,５０２万３,４７６円、歳出合計２５７億１,６４７万

３５１円、歳入歳出差引残額７億５,８５５万３,１２５円となっております。決算内容につきま

しては、２ページ以降に記載しております。 

 次に、１１０ページをお開き願います。実質収支に関する調書でございます。３、歳入歳出差

引額が７億５,８５５万３,０００円、４、翌年度へ繰越すべき財源として（２）繰越明許費繰越

額が２億７９７万９,０００円、（３）事故繰越繰越額が１億１,７３５万３,０００円、これを

差し引いた５、実質収支額は４億３,３２２万１,０００円となっております。 

 次に、各会計決算書つづりの最後に、財産に関する調書を記載しております。財産に関する調

書は、令和２年３月３１日で決算を行っております。１から４ページに公有財産、５から６ペー

ジに物品、７ページに債権及び基金について、それぞれ令和元年度中の増減を記載しております。 

 ７ページをお開き願います。４、基金中、一般会計分の決算年度末現在高につきましては、令

和２年３月末での現在高が９１億４,８５４万５,０００円で、前年より６億５,８２２万

５,０００円の減となっております。 

 定額運用基金の運用状況につきましては、８ページに記載のとおりでございます。 

 令和元年度の決算状況につきましては、歳入では普通交付税の段階的縮減による特例措置が終

了し、一本算定による交付となったことなどにより、対前年度比３.３％、交付額で約３億

３,７００万円の減となりましたが、芦辺中学校校舎改築工事や葬祭場建設工事など、前年度か

らの繰越事業に係る地方債借入額の増などにより、歳入総額といたしましては、対前年度比
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０.９％、約２億４,４００万円の減となっております。 

 歳出では、ケーブルテレビ施設の指定管理者変更に伴う物件費の増があったものの、人件費に

おきまして退職手当組合負担金の見直しによる減などもあったため、歳出総額といたしましては、

対前年度比０.４％、約１億５００万円の減となっております。 

 そのほか、主な事業の内容につきましては、資料４の各会計決算概要の７ページ以降に、令和

元年度における主要施策の成果説明書に記載のとおりでございます。 

 以上で、令和元年度壱岐市一般会計歳入歳出決算認定について説明を終わります。御審議の上、

認定賜りますようよろしくお願いいたします。 

〔財政課長（松尾 勝則君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  﨑川保健環境部長。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 登壇〕 

○保健環境部長（﨑川 敏春君）  認定第２号から第４号までを続けて御説明をさせていただきま

す。 

 初めに、認定第２号令和元年度壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認定について御

説明申し上げます。 

 令和元年度壱岐市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算を地方自治法第２３３条第３項の規

定により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でござい

ます。 

 国民健康保険事業特別会計決算書の１ページをお開き願います。国民健康保険事業勘定につき

ましては、歳入合計３９億５３４万６,９３７円、歳出合計３８億６,７２４万４,７０６円、歳

入歳出差引残額３,８１０万２,２３１円、診療施設勘定は歳入合計９,７５３万５,３８５円、歳

出合計９,７５３万５,３８５円、歳入歳出差引不足額ゼロ円でございます。 

 ６ページ、７ページをお開き願います。歳入歳出決算事項別明細書でございます。歳入につき

ましては、１款１項における国民健康保険税の状況は記載のとおりであり、現年度分収納率は、

医療給付分、後期高齢者医療支援分、介護納付金分を合わせまして９４.３４％であり、昨年度

と比較し０.４２％のマイナスとなっております。 

 また、滞納繰越分につきましては、収納率１３.２９％であり、収納未済額は２億３,６８７万

１,６３２円であります。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。６款１項一般会計繰入金につきましては、本年度も法

定繰入のみを行っております。 

 １６ページ、１７ページをお開き願います。歳出は、２款保険給付費の支出済合計額は２６億

９,５５１万８,４０２円であります。昨年度と比較し１億２,９８２万４,５７０円のマイナスと
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なっております。４項の出産育児諸費につきましては１８件、５項の葬祭諸費につきましては

５５件の給付実績となっております。 

 ２４ページをお開き願います。実質収支につきましては記載のとおりでございます。 

 ３０ページ以降は、直営診療所施設勘定の歳入歳出決算事項別明細で、勝本並びに湯本診療所

に係るものでございます。 

 これで、認定第２号につきまして説明を終わります。 

 続きまして、認定第３号令和元年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いて御説明申し上げます。 

 令和元年度壱岐市後期高齢者医療事業特別会計歳入歳出決算を地方自治法第２３３条第３項の

規定により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でござ

います。 

 後期高齢者医療事業特別会計決算書の１ページをお開き願います。歳入合計３億３,７０３万

８,９６４円、歳出合計３億３,４１２万４,８１４円、歳入歳出差引残額２９１万４,１５０円と

なっております。 

 ６ページ、７ページをお開き願います。歳入歳出決算事項別明細書でございます。歳入につき

ましては、１款１項における後期高齢者医療保険料の状況は記載のとおりであり、現年度分の収

納率は９９.３６％であり、昨年度と比較し０.５８％のプラスとなっております。また、滞納繰

越分におきましては２７.９３％の収納率であり、収納未済額は４５６万１９１円であります。 

 １０ページ、１１ページをお開き願います。歳出でございますが、２款広域連合納付金３億

３,０８５万３,４６２円の内訳につきましては、保険料分が２億５万３,２１７円、保険基盤安

定分１億１,７１１万５,０３０円、共通経費負担分１,３６８万５,２１５円となっております。 

 以上で、認定第３号につきまして説明を終わります。 

 続きまして、認定第４号令和元年度壱岐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算認定について御

説明申し上げます。 

 令和元年度壱岐市介護保険事業特別会計歳入歳出決算を地方自治法第２３３条第３項の規定に

より、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でございます。 

 介護保険事業特別会計歳入歳出決算書の１ページをお開き願います。介護保険事業につきまし

ては、歳入合計３５億７,０６５万８,２１３円、歳出合計３５億２,４６９万３,４９７円、歳入

歳出差引残額４,５９６万４,７１６円、介護サービス事業勘定は、歳入合計６,３８９万

２,３１２円、歳出合計３,７３３万２,１７７円、歳入歳出差引残額２,６５６万１３５円となっ

ております。 

 ６ページ、７ページをお開き願います。歳入歳出決算事項別明細書でございます。歳入につき



- 50 - 

ましては、１款１項における介護保険料の状況は記載のとおりでございます。現年度分収納率は

９９.０７％であり、昨年度と比較し０.１６％のプラスとなっております。また、滞納繰越分に

おきましては、６.１３％の収納率であり、収納未済額は４,６２８万３,６７２円であります。 

 １４ページ、１５ページをお開き願います。歳出でございますが、２款介護給付費の支出済額

は３２億７６４万９,９５１円であり、要介護認定者の増加により、昨年度と比較し１億

５８５万５,１７５円の増加となっております。 

 ２６ページ、２７ページをお開き願います。介護サービス事業勘定でございます。歳入につき

ましては、地域包括支援センターの設置による要支援者及び総合事業利用者の介護予防支援サー

ビスプラン作成による収入でございます。 

 ２８ページ、２９ページをお開き願います。歳出は、１款、２款、いずれもセンターの嘱託及

び臨時職員の人件費をはじめとする費用でございます。 

 以上で、認定第２号から認定第４号までの説明を終わります。御審議の上、認定賜りますよう

よろしくお願い申し上げます。 

〔保健環境部長（﨑川 敏春君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  認定第５号令和元年度壱岐市下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

について御説明を申し上げます。 

 令和元年度壱岐市下水道事業特別会計歳入歳出決算を地方自治法第２３３条第３項の規定によ

り、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でございます。 

 決算書の１ページ目をお開き願います。歳入歳出決算書でございます。歳入合計３億５,０４４万

５,８２８円、歳出合計３億５,０３７万４８８円、歳入歳出差引残額は７万５,３４０円となっ

ております。 

 ２ページをお開き願います。歳入を記載しております。予算現額の合計が３億６,１６３万

１,７６０円に対し、収入済額の合計が３億５,０４５万５,８２８円となっております。 

 次に、４ページをお開き願います。歳出を記載しております。予算現額が３億６,１６３万

１,７６０円に対し、支出済額が３億５,０３７万４８８円となっております。 

 次に、６から７ページをお開き願います。決算の事項別明細書の歳入でございます。２款の使

用料及び手数料で、１目の下水道使用料としまして、調定額が６,５０８万８,６４０円、収入済

額が６,２６１万１,３４０円です。その内訳としまして、現年度分調定額が６,３３６万

５,５７０円、収入済額が６,２３４万６,１６０円、滞納繰越分調定額が１６３万８,２７０円に

対し、収入済額が１８万３８０円となっております。収納率で申しますと、現年度分が９８.３９％
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となり、昨年度より０.３９％減少しております。滞納分は１１.０１％となり、昨年度より

８.６４％減少しております。徴収対策の強化に努めてまいります。 

 １０から１７ページには、事項別明細書の歳出について１款から３款までを記載しております。 

 １８ページには、実質収支に関する調書でありますが、歳入歳出差し引きまして、実質収支額

は７万６,０００円でございます。 

 以上で、認定第５号の説明を終わります。御審議いただき、認定いただきますよう、よろしく

お願いいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  総務部長。 

〔総務部長（久間 博喜君） 登壇〕 

○総務部長（久間 博喜君）  認定第６号令和元年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算認

定について御説明を申し上げます。 

 令和元年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算を、地方自治法第２３３条第３項の規定

により、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でございま

す。 

 決算書の１ページをお願いいたします。歳入合計でございますが１億１,０４４万５,５５１円、

歳出合計は歳入と同額でございます。歳入歳出差引残額はゼロ円でございます。 

 ２ページ、３ページをお願いいたします。歳入でございますが、予算現額は１億１,６５２万

１,０００円、収入済額は１億１,０４４万５,５５１円でございます。 

 ４ページ、５ページをお願いいたします。歳出でございますが、予算現額は１億１,６５２万

１,０００円、支出済額は１億１,０４４万５,５５１円でございます。 

 次に、６ページ、７ページをお願いいたします。歳入歳出決算の事項別明細書でございます。

１款の使用料及び手数料でございますが、収入済額２,１００万６,７７０円となっております。 

 令和元年度の乗船者数などでございますが、乗船客が４万６,４８２人、また、車両が

１,１７０台で、平成３０年度に対しまして乗船客は４,２１６人の減、車両は２７９台の減でご

ざいます。 

 主な理由でございますが、過年度と比較して三島における公共事業の減少に伴い、乗船客数及

び自動車航送台数とも減少し、減収となっております。 

 ２款の国庫支出金でございますが、予算現額の４,８２３万２,０００円に対し、収入済額が

４,８２８万３円となっております。国庫補助金の算定に当たっては、補助対象経費を、その

２分の１が補助されておりまして、標準的な事業経費等を前提とした事前算定方式となっており

ます。 
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 ３款県支出金でございますが、予算現額１,４１４万５,０００円に対し、収入済額１,２７４万

６,０１３円で、１３９万８,９８７円の減となっております。県補助金の算定に当たっては、実

績収支差見込額から国の補助金を控除した２分の１の額となります。 

 次に、令和元年度の繰入金は、予算現額３,１９２万５,０００円に対し、収入済額が

２,８３８万４,６８２円となっておりまして、３５４万３１８円の減となっております。 

 歳出につきましては、８ページから９ページに記載しております。１款運航費１項運航管理費

１目一般管理費、１３節の委託料１６３万２４９円でありますが、これは、主に乗船券等販売委

託料及び待合所施設管理業務等の費用でございます。２目業務管理費の１１節需用費３,２７４万

２,３２６円の内訳で、主なものは燃料費１,１３３万３,５９６円、修繕料２,０７２万

４,７８６円です。燃料費は、年間約１５万リットルの消費量に対する費用でございます。 

 １０ページをお開きください。実質収支に関する調書でございます。歳入歳出いずれも１億

１,０４４万６,０００円となっておりまして、歳入歳出差引額はゼロ円になります。 

 以上で、認定第６号令和元年度壱岐市三島航路事業特別会計歳入歳出決算認定につきまして説

明を終わらせていただきます。御審議の上、認定いただきますようよろしくお願いいたします。 

〔総務部長（久間 博喜君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  ここで暫時休憩をいたします。再開を１４時１７分といたします。 

午後２時08分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後２時17分再開 

○議長（豊坂 敏文君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 議案説明を続けます。谷口農林水産部長。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 登壇〕 

○農林水産部長（谷口  実君）  認定第７号令和元年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳入歳出決

算認定について御説明いたします。 

 令和元年度壱岐市農業機械銀行特別会計歳入歳出決算を地方自治法第２３３条第３項の規定に

より、監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提出でございます。 

 １ページをお開き願います。 

 歳入歳出決算書でございます。歳入合計１億４,２０１万４,６３８円、歳出合計１億

２,８５８万４,２７５円、歳入歳出差引残額１,３４３万３６３円でございます。 

 ２ページ、３ページをお開き願います。 

 歳入でございますが、予算現額は１億４,５７８万１,０００円に対しまして、収入済額は１億

４,２０１万４,６３８円でございます。 
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 ４ページ、５ページをお開き願います。 

 歳出でございますが、予算現額は１億４,５７８万１,０００円に対しまして、支出済額は１億

２,８５８万４,２７５円でございます。 

 次に、６ページ、７ページをお開き願います。 

 歳入歳出決算事項別明細書でございます。まず、歳入でございますが、１款使用料及び手数料

１項１目使用料、調定額６,０２１万２,１４６円に対しまして、収入済額６,００５万

５,６８８円であり、収入未済額は１５万６,４５８円でございます。収納率で申しますと

９９.７４％でございます。 

 ３款繰入金１項１目一般会計繰入金については、一般会計から１９５万９,０００円の繰入れ

を行っております。また、２項１目減価償却基金繰入金については、トラクター等購入のため、

７１４万９,７２０円を基金から取崩しを行っております。 

 ４款繰越金については、２,３４４万３,８４７円で、平成３０年度の決算残額を繰越金として

収入といたしております。 

 ５款諸収入２項１目雑入２１万９,００５円につきましては、労働保険料の個人負担分１４万

９,９８１円、コイン式洗浄機利用料の３万５,７００円等でございます。また、２項１目受託事

業収入は４,９１８万７,３７８円になっており、収入合計１億４,２０１万４,６３８円でござい

ます。 

 ８ページ、９ページをお開き願います。 

 次に、歳出でございますが、１款総務費１項１目一般管理費は１億２,０７４万１,２７５円、

２款基金積立金１項１目減価償却基金積立金として、７８４万３,０００円の積立てを行ってお

ります。支出合計としましては、１億２,８５８万４,２７５円でございます。 

 次に、１０ページをお開き願います。 

 実質収支に関する調書でありますが、歳入歳出差引きしまして、実質収支額は１,３４３万

１,０００円でございます。 

 以上、認定第７号についての説明を終わります。御審議の上、認定賜りますようよろしくお願

い申し上げます。 

〔農林水産部長（谷口  実君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  増田建設部長。 

〔建設部長（増田  誠君） 登壇〕 

○建設部長（増田  誠君）  認定第８号令和元年度壱岐市水道事業会計剰余金の処分及び決算の

認定について御説明を申し上げます。 

 地方公営企業法第３０条第４項及び第３２条第３項の規定に基づき、令和元年度壱岐市水道事
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業会計決算に伴う剰余金を別紙剰余金処分計算書（案）のとおり処分し、併せて令和元年度壱岐

市水道事業会計決算を監査委員の意見を付して議会の認定に付するものでございます。本日の提

出でございます。 

 決算報告書の２から３ページをご覧ください。 

 収益的収入及び支出についてですが、第１款の水道事業収益としまして、予算額が８億

７,３３１万９,０００円に対し、決算額が８億６,６８０万７,０５０円となっております。 

 次に、支出ですが、第１款の水道事業費用の予算額が８億５,４２２万８,０００円に対し、決

算額が８億２,０９８万８,９５９円となっております。 

 ４から５ページをご覧ください。資本的収入及び支出でございます。第１款の資本的収入とし

まして、予算額１億９,５３２万９,０００円に対しまして、決算額が１億８,３５１万

５,５７１円となっております。 

 次に、資本的支出としまして、予算額が３億６,０５１万１,０００円に対しまして、決算額が

３億３,６１８万１,２６１円となっております。 

 資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額１億５,２６６万５,６９０円は、当年度消費

税資本的収支調整額１,１８０万７,５７５円、過年度分損益勘定留保資金１億４,０８５万

８,１１５円で補填をしております。 

 続きまして、６ページをお開き願います。 

 損益計算書です。営業収益が５億７７１万９,２８１円、営業費用が７億４,２２３万

８,１７４円、営業損失が２億３,４５１万８,８９３円、営業外収益が３億１,８７１万

５,７２０円、営業外費用が４,９８４万２,００１円、経常利益は３,４３５万４,８２６円で、

当年度純利益は３,４３５万４,８２６円となり、当年度未処分利益剰余金は３,４３５万

４,８２６円でございます。この処分について、３,４００万円を利益積立金ヘ、残りの３５万

４,８２６円を繰越利益剰余金に充てることとしています。 

 ８ページから９ページは剰余金計算書、１０ページには剰余金処分計算書（案）、１２から

１３ページには貸借対照表、１５ページからは事業報告書等を記載しております。 

 平成２９年度より簡易水道事業を統合したことにより、収益的費用及び資本的費用がともに増

加し、特に企業債の元利償還金が大きな負担となっており、一般会計からの繰入金なしでは経営

が成り立たない状況であり、昨年度策定したアセットマネジメントに基づき、計画的に、老朽化

に伴う各施設の年次的更新を図っていきます。 

 水道料金の収納率は、現年度分が９６.４９％となり、前年度より０.８３％減少しております。

また、滞納分については、１２.３１％で前年度より２.０１％減少となりました。引き続き徴収

対策の強化に努めてまいります。 
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 以上で、認定第８号について説明を終わります。御審議いただき、認定いただきますようよろ

しくお願いをいたします。 

〔建設部長（増田  誠君） 降壇〕 

○議長（豊坂 敏文君）  これで、市長提出議案の説明が終わりましたので、監査委員より財政健

全化判断比率及び資金不足比率審査と決算審査の報告を求めます。吉田代表監査委員。 

〔代表監査委員（吉田 泰夫君） 登壇〕 

○代表監査委員（吉田 泰夫君）  それでは、決算審査の報告をいたします。 

令和元年度壱岐市各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実質収支に関する調書、

財産に関する調書並びに資金運用状況調書及び公営企業会計財政健全化判断比率及び資金不足比

率について、市長より提出を受けました決算書類に基づき、地方自治法、地方公営企業法、地方

公共団体の財政の健全化に関する法律、その他関係法令等に定める事項により、また、今回改正

をいたしました壱岐市監査基準、全国都市監査基準に準拠し、また、例月出納検査、定期監査の

結果も勘案し、審査を行いました。その結果については、本日提出しています各監査意見書によ

り報告をいたします。 

 なお、意見書の数値などにつきましては、各決算統計資料、各決算書類により、また審査の内

容、対象など併せて記載しておりますので、お目通しをいただきたいと思います。なお、報告に

つきましては、本日の議事日程の順で行いたいと思います。 

 まず初めに、報告第１５号令和元年度壱岐市財政健全化判断比率及び資金不足比率について、

資料の後に添付しております意見書の３ページをお開きを願いたいと思います。 

 第６の監査意見でございます。審査に付されました財政健全化判断比率及び資金不足比率の算

定基礎となる書類は、正確に作成され、健全化判断比率及び資金不足比率いずれも適正に作成さ

れておると認められます。 

 ２、健全化判断比率及び資金不足比率いずれも健全化の範囲内ではありますが、先ほどの説明

のように、普通交付税等合併算定替えの措置終了等の内容により一本化となりまして、今後は合

併特例債等の償還等によります実質公債費比率及び将来負担比率の悪化が懸念をされると思われ

ます。 

 以上でございます。 

 次に、認定第１号から第７号までの令和元年度壱岐市一般会計及び特別会計歳入歳出の決算に

ついて、資料の後につけております意見書の４９ページをお開き願いたいと思います。 

 第６、審査意見。審査に付されました各会計歳入歳出決算書、歳入歳出決算事項別明細書、実

質収支に関する調書、財産に関する調書及び資金運用状況調書は、法令等に定められました内容

に準拠して決算数値に基づき作成されており、適正に表示しているものと認められます。 
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 なお、次のとおり、事務管理につきまして改善を要する事項が見受けられましたので、整理に

努めていただきたいと思います。 

 １、歳出予算の執行について。予算の全額未計上及び一部計上不足により、流用処理で対応し

ているものが見受けられましたので、今後、予算編成での慎重な対応、執行段階での予算の確認

等を確実に行っていただきたいと思います。 

 ２、建設工事で大幅な工事の遅延及び事故繰越並びに農地災害復旧工事の廃工４件が見受けら

れましたので、定期的な検査等により、また、維持管理が適切に行われたか、現状に応じた適正

な査定設計が行われたか等、問題点を検証し、今後このような事例が発生しないように努めてい

ただきたいと思います。 

 ３、未収債権の中には、長期にわたり延滞しているもの等があるので、金額の多寡、延滞期間

あるいは入金の状況等の調査により債権分類を行い、状況に応じた回収計画を立てて、整理に努

める必要があります。 

 現在、債権管理班という班を設けて、鋭意取り組みを行われておりますけれども、ここでいい

ます法令上の分類と、私がここで述べている分類と若干違いまして、個人の債務内容に応じてど

のように対処するかということを分類していただきたいというのが趣旨でございます。 

 （１）財産に関する調書の中で、債権について、災害援護資金貸付金、高等学校奨学金貸付金

の長期延滞となっておりますので、回収に努めていただきたい。 

 （２）基金運用状況調書の中で、災害資金貸付金でございますけれども、回収不能債権となり、

３５万円の基金の積立てが発生しておりますので、今後このようなことが起こらないように努め

ていただきたいと思います。 

 （３）未収金につきまして、収入未済額が５億８,７３４万８,０００円であります。前年度よ

り減少はしておりますけれども、債権の処理等も含む内容でございますので、今後、十分、先ほ

どの対策とともに健全な債権にしていただければと思います。 

 ４、財政面については、現状の社会情勢、財務比率及び健全化比率等から見て、厳しい財政状

況が予想されますので、なお一層の財政の健全化等に取り組む必要があると思われます。財務比

率等につきましては、種々いろいろ説明がございましたように掲げておりますので、お目通しを

お願いいたします。 

 次に、最後になりますけれども、認定第８号令和元年度壱岐市水道事業会計剰余金の処分及び

決算について、資料の後につけております３ページをお目通し願いたいと思います。 

 第６、審査意見。１、審査に付された決算報告書、財務諸表及び決算附属書類は、法令等及び

公営企業会計の原則に従って適正に表示されているものと認められます。 

 ２、壱岐市水道事業のアセットマネジメントが策定されております。先ほども説明の中にあり
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ましたように、資産、財政収支等の改善方策が示されておりますので、計画に従って順次取り組

むことにより、事業運営が健全なものになるよう努めていただきたいと思います。 

 ３、水道料金の未収につきましては、特に回収整理の方策として、島外転出者及び長期にわた

り入金がないもの等を分類し、整理に努めていただきたいと思います。さらに債権の健全化を図

っていただきたいと思います。 

 なお、高額な方が数名おられますので、このような方についても十分な対策を取られる必要が

あろうかと思われます。 

 以上で、報告を終わります。 

〔代表監査委員（吉田 泰夫君） 降壇〕 

────────────・────・──────────── 

日程第３１．要請第１号～日程第３２．要望第１号 

○議長（豊坂 敏文君）  次に、日程第３１、要請第１号及び日程第３２、要望第１号の２件を議

題といたします。 

 ただいま上程いたしました要請第１号及び要望第１号につきましては、タブレットに配信いた

しておりますので、説明に代えさせていただきます。 

────────────・────・──────────── 

○議長（豊坂 敏文君）  以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 次の本会議は、９月１４日月曜日、午前１０時から開きます。 

 本日はこれで散会いたします。お疲れさまでした。 

午後２時37分散会 

────────────────────────────── 


